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20初 教 課 第 18号

平成 20年 6月 12ヨ

附属小学校及び特別支援学校を置 く

各国立大学法人附属学校担 当課長

各都道府県教育委員会指導事務主管課長 殿

都 道 府 県 私 立 学 校 担 当 課 長

文部科学省初等中等教育局教育課程課長

高 橋

(F「影印昴り)

特

"l支

援教育課長

永 l口 裕

保育所児童保育要録の小学校への送付等に関す る周知について (通知 )

就学前の教育 と小学校 (特別支援学校小学部を含む。以下同 じ。)と の円滑な接続に

っぃては、かねてからその推進について御尽力いただいているところですが このたび、

標記について、厚生労働省か ら別紙のとお り依頼がありま t´ た。

その趣旨は、男1添 1の保育所保育指針 (平成20年厚生労働省告示第 141号)第四章

め 1の (三)の工及び別添 2の 「保育所保育指針の施行に際しての留意事項についてJ

(平成20年 3月 28日 雇児保発第0328001号 )第 3(保育所児童保育要録関係)にあると

おり、保育所児童保育要録の写しが保育所から児童の就学先の各小学校に送付されるこ

と、送付された同要録の写しについては幼稚園幼児指導要録の写しに準じて取り扱つて

いただきたいこと等ですので、御了知いただきたくお願いいたします。

また、小学校を附属して設置する各国立大学法人におかれては当該附属小学校に対し、

各都道府県教育委員会におかれては所管の特別支援学校及
‐

l・域内の市町村教育委員会に

/~l■ン、各都道府県におかれては所轄の小学校及び学校法人に対し、本件につき周知方よ

道



ろしくお願いいたします。         ■     |      :    ―

なお、幼稚園教育と小学校教育との連携にっいては幼稚園教育要領及び小学校学習指

_導要領に規定しておりtまた、幼稚国の指導要録の写しの小学校への送付については学

校教育法施行規則第24条に規定しているとおりである旨申し添えます。     :  ¨

【本件問い合わせ先】

丈部科学省初等中等教育局

教育課程課 冨森、川日、花房

TEL  03-5253-4111 (ノ 確ヽ泉2073)

特別支援教育課 吉原、矢野、声田

TEL  03■5253-4111 (内力彙20o3)

↓

ヽ
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③ 保育所保育指針 (平成20年 3月 28日 厚生労働省告示第 141号)

第4章 保育の計画及び評価

1 保育の計画                               ‐

(3)指導計画の作成上、特に留意すべき事項

指導計画の作成に当たっては、第 2章 (子 どもの発達)、 前章 (保育の内容)及
びその他関連する章に示された事項を踏まえ、特に次の事項に留意しなければなら

ない。

工 小学校との連携

(ア)子 どもの生活や発達の連続性を踏まえ、保育の内容の工夫を図るとともに、就

学に向けて、保育所の子どもと小学校の児童との交流、職員同士の交流、情報共

有や相互EE解など小学校との積極的な連携を図るよう配慮すること。

(イ)子 どもに関する情報共有に関して、保育所に入所している子どもの就学に際し、
ン
      市町村の支援の下に、子どもの育ちを支えるための資料が保育所から小学校へ送

l・rさ れるようにすること。

〇 保育所保育指針のllt行に際 しての留意事項について

(平成 20年 3月 28日 雇児保発第03281X11号 )

第 3 保育所児童保育要録関係

第 4章の 1の (3)の工 (小学校 との連携)において、保育所に入所 している子 ども

の就学に際 し、市町村の支援の下に、子 どもの育ちを支えるための資料が保育所から就

学先 となる小学校へ送付されるようにすることとされたが、当該資料に関する様式、取

扱い等については以下のとお りであること。

フ     2 保育所児童保育要録の作成、送付等について

子 どもの育ちを支えるための資料 (以下 「保育所児童保育要録」 とい う。)の作

成、送付、保存等については、以下の取扱いに留意すること。

また、各市町村においては、保育所児童保育要録が小学校に送付 されることにつ

いて市町村教育委員会にあらか じめ周知を行 うなど、市町村教育委員会 との連携を

図ること。

(1)施設長の責任の下、担 当の保育士が記入すること。

(2)作成 した保育所児童保育要録については、その写 しを児童の就学先となる小

学校の校長に送付すること。

(3)保育,Fは、作成 した保育所児童保育要録の原本について、保育所児童保育要

録の趣旨にかんがみ、当該児童が小学校を卒業するまでの間保存することが望

ま しいこと。



O 幼稚園教育要領 (平成 20年 3月 28日 文部科学大臣告示第 26号 )

第 3章 指導計画及び教育課程に係 る教育時間の終了後等 に行 う教育活動などの留意

事項

第 1 指導計画の作成に当たっての留意事項

2 特に留意する事項

(5)幼稚園教育 と小学校教育 との円滑な接続のため,幼児 と児童の交流の機会を設け

た り,小学校の教師 との意見交換や合同の研究の機会を設けた りす るな ど,連携 を

図るようにすること。

0 小学校学習指導要領 (平成 20年 3月 28日 文部科学大臣第 27号 )

第 1章 総則

第 4 指導計画の作成等に当たって酉己慮すべき事項

(12)学校がその 目的を達成す るため,地域や学校の実態等に応 じ,家庭や地域の

人々の協力を得 るなど家庭や地域社会 との連携を深めること。 また,小学校問 ,

幼稚園や保育所,中学校及び特別支援学校などとの間の連携や交流を図るととも

に,障害のある幼児児童生徒 との交流及び共同学習や高齢者な どとの交流の機会

を設けること。

O 学校教育法施行規則 (昭和 22年 5月 23日 文部省令第 11号 )

第 24条  校長は、その学校に在学す る児童等の指導要録 (学校教育法施行令第 31
条 に規定す る児童等の学習及び健康の状況を記録 した書類の原本 をい う。以下同

じ。)を作成 しなければならない。

2 校長は、児童等が進学 した場合においては、その作成に係る当該児童等の指導要録

の抄本又は写 しを作成 し、これを進学先の校長に送付 しなければならない。

3 校長は、児童等が転学 した場合においては、その作成に係 る当該児童等の指導要録

の写 しを作成 し、その写 し (転学 してきた児童等については転学により送付を受けた

指導要録の写 しを含む。)及び前項の抄本又は写 しを転学先の校長に送付 しなければ

ならない。
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雇児保発第0612001号

平成 20年 6月 12日

文部科学省初等中等教育局

教育課程課長

特別支援教育課長

厚生労働省雇用均等

保育所児童保育要録の小学校への送付等に関す る周知について (依頼 )

厚生労働省においては、本年 3月 28日 に、別添 1の とお り、保育所における保育の内

容を定める 「保育所保育指針」 (平成 20年厚生労働省告示第 141号 )を公布 したとこ

ろです。

この保育所保育指針においては、子 どもの生活や発達の連続性の観点か ら、保育所 と小

学校 との連携について定めてお り (第 4章の 1の (3)の工関係)、 その取扱い等につい

て、別添 2の とお り、「保育所保育指針の施行に際 しての留意事項についてJ(平成 20
年 3月 28日 付け雇児保発第0328001号本職通知)において各地方公共団体あてに周知を

行ったところです。
ついては、その円滑な運用を図るため、下記について、地方公共団体の関係部局を通 じ

て小学校 (学校法人等を含む。)に対 して十分御丁知いただくよう御周知方願います。

記

1 「保育所保育指針の施行に際 しての留意事項についてJの第 3(保育所児童保育要録
関係)の とお り、子 どもの育ちを支えるための資料 (以下 「保育所児童保育要録Jと い

う。)の写 しが、保育所から児童の就学先 となる小学校に送付されること。

2 各小学校においては、き付された保育所児童保育要録の写しについて、幼稚園より送
付される幼稚園幼児指導要録の写しに準じて取り扱つていただきたいこと。

3 各市
'T村

教育委員会においては、市町付の保育担当部局と連携する等により、保育所
児童保育要録の写しの送付をはじめとする保育所、幼稚園及び小学校の連携について、
ラ1き 続き御協力いただきたいこと。

殿
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(号外第 65号)

[別添 1]
2平成 20年 3月 28日  金曜日 官 報

（前
の
ベ
ー
シ
よ
り
続
き
）

０
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
施
設
基
準
の
一

部
を
改
正
す
る
件

（同

一
三
八
）

Ｏ
消
費
生
活
協
同
組
合
法
施
行
親
程
を
定
め

る
件

（同

一
三
九
）

Ｏ
児
章
福
祉
法
施
行
規
則
等
の
一
部
を
改
正

す
る
省
令
附
則
た
だ
し
書
に
規
定
す
る
別

に
定
め
る
日
を
定
め
る
件

同^

一
四
０
）

０
特
定
健
康
診
査
及
び
特
定
保
健
指
導
の
実

施
に
関
す
る
基
準
第
十
七
条
の
規
定
に
基

づ
き
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
特
定
偉
康

診
査
及
び
特
定
保
撻
指
導
の
実
施
に
係
る

施
設
、
運
営
、
記
録
の
保
存
年
に
関
す
る

基
準
を
定
め
る
件

同^

一
四
二
）

０
厚
生
労
働
大
臣
が
指
定
す
る
生
物
由
来
製

品
及
び
特
定
生
物
由
来
製
品
の
一
部
を
崚

工
す
る
件

同^

一
四
三
）

０
雇
用
保
険
法
施
行
規
則
第
百
十
二
条
第
二

項
第

一
号
イ
②
の
規
定
に
基
づ
き
厚
生
労

働
大
臣
が
指
定
す
る
地
域
の

一
部
を
改
正

す
る
件

同^

一
四
四
）

０
特
定
放
射
性
廃
莞
物
の
最
終
処
分
に
関
す

る
法
律
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
及
び

核
原
料
物
質
、
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉

の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
原
子

力
損
害
賠
償
補
償
契
約
に
関
す
る
法
律
施

行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令
の
施
行
に

伴
う
経
済
産
業
省
関
係
告
示
の
整
備
に
関

す
る
●
示

（経
済
産
業
五
五
）

０
核
原
料
物
貨
　
核
燃
料
物
質
及
び
原
子
炉

の
規
制
に
関
す
る
法
律
施
行
令
に
基
づ
き

原
子
炉
又
は
製
錬
施
設
等
を
定
め
る
告
示

の
一
部
を
改
正
す
る
告
示

（同
五
六
）

０
循
興
型
社
会
形
成
推
進
基
本
計
画
を
変
更

し
た
件

埠^
坑
三
二
）

０
関
東
物
処
理
施
設
整
備
計
画
を
定
め
た
件

同^
三
四
）

ｔ
九

九
二

一
八

〔公
　
　
一
〇

諸

事

項

裁
判
所

破
産
、
再
生
関
係

財
翻
醸
珈

０
政
治
資
金
規
正
法
施
行
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

政^
令
”
七
三
号
Ｘ
総
務
省
）

１
　
法
第

一
九
条
の
七
第

一
〓
第
二
号
に
係
る
国
会
講
員

関
係
政
治
団
体
に
該
当
す
る
政
治
団
体
が
そ
の
旨
を
届

け
出
る
場
合
に
提
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
法
第
六
条

第
二
項
の
政
令
で
た
め
る
文
●
は
　
法
第

一
九
条
の
八

第

一
項
の
規
定
に
よ
る
こ
知
に
係
る
文
書
と
し
た
。
第^

四
条
第
六
号
関
係
〉

２
　
●
第

一
九
条
の
こ
四
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
、
議
事

の
手
続
そ
●
他
政
治
資
金
適
工
化
委
員
会
０
返
営
に
間

し
必
要
な
事
項
は
　
政
治
資
金
適
正
化
委
員
会
が
定
め

る
こ
と
と
し
た
．
第^
七
条
の
二
関
係
）

３
　
法
第

一
九
条
の
二
六
に
定
め
る
も
の
の
ほ
か
　
政
治

資
金
適
正
化
委
員
会
の
事
務
局
の
内
部
組
織
は
　
綸
務

省
令
で
定
め
る
こ
と
と
し
た
．
第^
七
条
の
三
関
係
）

４
　
こ
の
政
令
は
　
一
部
の
規
定
を
除
き
　
平
成
二
０
年

四
月

一
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し
た
。
（“
則
関
係
）

０
内
閣
府
本
府
紅
繊
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令

政^
令

第
七
四
号
Ｘ
内
閣
府
本
府
）

一　
国
民
生
活
局
に
新
た
に
消
費
者
安
全
課
を
置
く
等

所
要
の
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
た
．

一
一　
こ
の
政
令
は
　
平
成
二
０
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

０

住

民

基

本

台

帳

法

の

一
部

を

改

正

す

る

オ

律

の

施

行

期

日

を

定

め

る

改

令

政^

令

第

ｔ

五

号

Ｘ

総

務

●

）

住

民

菫

■

台

娠

法

の

一
部

を

改

正

す

る

法

律

＾
平

成

一

九

年

法

律

第

七

五

号

）

の
施

行

期

日

は

　

平

成

二

０

年

五

月

一
日

と

す

る

こ

と

と

し

た

。

０
住
民
基
本
台
帳
法
施
行
令
０

一
部
を
改
正
す
る
政
令

（政
令
第
ｔ
六
号
Ｘ
総
務
省
）

１
　
特
定
す
務
受
任
者
が
　
住
民
票
の
写
し
等
の
交
付
の

申
出
を
行
う
に
当
た
っ
て
　
ム
餃
者
の
氏
名
又
は
名
称

を
明
ら
か
に
し
な
く
て
よ
い
特
例
が
認
め
ら
れ
る
業
務

を
規
定
す
る
こ
と
と
し
た
．
第^

一
五
条
●
二
閾
５

ｏ″　
指
定
郁
市
の
区
に
目
す
る
適
用
関
係
の
規
定
を
整
備

す
る
こ
と
と
し
た
．
第^
二
一
条
関
係
〉

３
　
こ
の
政
令
は
　
住
民
基
本
台
帳
法
の

一
部
を
重
正
す

る
法
■
の
施
行
の
日

（平
成
二
〇
●
二
月

一
日
）
か
ら

旋
行
す
る
こ
と
と
し
た
。

０
首
都
日
の
近
郊
整
備
ヽ
帯
及
び
凱
市
開
発
区
域
の
整
備

に
関
す
る
法
律
施
行
令
等
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

（政
令
第
七
七
号
Ｘ
日
土
交
通
省
）

一　
首
都
ｍ
の
近
外
饉
備
地
帯
及
び
都
市
開
発
区
域
の
整

備
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
改
正
関
係

第^

一
条

関
係
）

首
都
日
の
都
市
開
発
区
域
に
お
け
る
地
方
税
の
不
均

一
課
税
に
伴
う
措
置
の
適
用
雲
件
を
驚
め
る
こ
と
と
し

た
。

二
　
近
幾
回
の
近
郊
整
備
区
域
及
び
都
市
開
発
区
域
の
菫

倫
及
び
開
発
に
関
す
る
法
律
施
行
令
及
び
中
都
回
の
都

市
整
鮨
区
域
　
都
市
開
発
区
域
及
び
Ｆ
全
区
域
の
主
憶

等
に
関
す
る
法
律
施
行
令
の

一
部
改
正
関
係

（第
二
条

関
係
）

近
饉
回
及
び
“
郎
回
の
都
市
開
発
区
城
に
お
け
る
地

方
税
の
不
均

一
課
税
に
伴
う
措
置
の
適
用
蔓
件
を
改
め

る
と
と
も
に
　
同
措
置
の
適
用
を
平
成
二
二
年
二
月
二

一
口
ま
て
延
長
す
る
こ
と
と
し
た
。

〓
一　
こ
の
政
令
は
　
平
成
二
０
年
四
月

一
日
か
ら
施
行
す

る
こ
と
と
し
た
。

０
予
算
決
算
及
び
会
計
令
の

一
部
を
改
正
す
る
政
令

欧^

令
第
七
八
号
Ｘ
財
務
省
）

１
　
平
成

一
九
年
度
に
お
け
る
財
政
運
営
の
た
め
の
公
驚

の
発
行
の
特
例
年
に
同
す
る
法
律
第
二
条
第
二
項
の
規

定
に
よ
り
平
成
二
０
年
四
月

一
日
以
後
発
行
さ
れ
る
公

債
に
係
る
収
入
に
つ
い
て
は
　
日
ふ
銀
行
に
お
い
て
平

成

一
九
年
度
所
属
の
歳
入
金
と
し
て
平
成
二
０
年
六
月

三
０
日
ま
で
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
し

た
．
“^
則
第

一
０
条
関
係
）

２
　
｝」
の
政
令
は
　
公
布
の
日
か
ら
施
行
す
る
こ
と
と
し

た
．

０
地
方
数
ヽ
行
政
の
担
織
及
び
運
営
に
凹
す
る
法
篠
の

一

部
を
改
正
す
る
法
●
の
施
行
に
伴
う
関
係
政
令
の
重
備

に
関
す
る
政
令

政^
令
常
ｔ
九
号
Ｘ
文
部
科
学
省
）

一　
地
方
教
育
行
政
の
経
勁
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
施

行
令
の

一
部
改
正
閲
係

（第

一
条
関
係
）

１
　
教
育
委
員
会
●
委
員
の
定
数
の
増
加
に
伴
い
新
た

に
任
命
さ
れ
る
委
員
の
任
期
や
　
市
町
”
の
新
設
後

最
初
に
任
命
さ
れ
る
敏
育
突
員
の
任
期
に
つ
い
て

，

例
を
定
め
る
等
の
規
定
の
贅
備
を
行
う
こ
と
と
し

た
．
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０
厚
生
労
働
省
告
示
策
ョ
四
十

一
号

児
童
福
筵
姉
段
最
犠
基
準

昭^
和
二
十
三
年
澤
生
省
令

第
六
十
二
号
γ
第
二
十
五
条
●
規
定
に
基
づ
き
、
保
富
膚

保
す
指
針
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
平
成
二
十

一
年
四
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
．

平
成
二
十
年
二
月
二
十
八
日

厚
生
労
働
大
三
一
舛
澪
　
要
〓
　
ヽ

署

所
争

露

　

　

　

　

　

一

日
次第

一
幸

第
二
章

第
二
幸
　
保
書
の
内
容

‐

第
四
華
　
民
青
０
計
画
又
び
評
価

第
五
章
　
健
康
及
び
安
全

寃
六
章
　
裸
露
者
に
対
す
る
支
援

第
ｔ
章
　
政
員
の
資
贅
向
上

策

一
章
　
総
則

１
　
趣
旨

ｅ
　
一一
の
増
資
は
小
児
童
撻
社
施
設
饉
‘
譲
幸

昭^
和

二
十
二
年
厚
生
省
●
第
六
十
〓
号
）
第
二
十
五
条
の

規
定
に
茎
づ
き
　
保
首
所
に
お
け
う
保
育
の
内
容
に

関
す
る
事
項
及
び
こ
れ
ヽ
関
連
す
る
運
営
に
関
す
る

事
項
を
だ
め
る
も
の
で
あ
る
．

●
　
各
星
育
所
は
、

こ
の
指
針
に
お
い
て
規
定
さ
れ
る

●
新
訥馨
璧
調
幹
購
萎

図
り
、
保
育
所
の
機
能
及
び
燎
の
向
上
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
．

２
　
屎
吉
所
の
役
割
　
　
　
　
　
　
　
）

●
　
〓
育
所
は
　
児
童
轟
祉
法

昭^
和
二
十
二
年
法
律

第
百
六
十
四
号
）
第
二
＋
九
条
の
規
定
に
鶴
ラ
き
、

一̈一“̈程書樺一̈中一讐一̈颯一̈一暴

を
考
慮
し
い

そ
一
福
祉

を
積
極

的

に
増

， た
す

る

こ
と

に
最
も
ふ
さ
わ
し

い
生

活

の
場

で
な
け
れ
ば

な

ら
な

い
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

口
　
保
ヨ
”
は
、
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
保

貯鶴
羹

醐̈
華
裳
繊
騨
畿
幾

を
踏
ま
え
、
保
菫
”
ｔ
塾
け
れ
環
境
を
通
し
て
、
養

護
及
び
教
育
を

一
体
的
に
行
う
こ
と
を
特
性
と
し
て

い
る
．

曰
　
凛
育
所
は
、

入
所
す

る
子
と

も

を
保
査

す

る

●
と

識
轟
輩
「総
講
識
践
闘
動
購

す
る
支
整
及
び
地
な
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
支
櫻

“
を
■
λ
萄
〓
憲

，
も
の
で
あ
る
．●
　
　
・

。
』
鰈

欝̈
轟
要
が
誰
瞬
無
獅

機
能
が
適
切
に
発
揮
さ
れ
る
よ
う
に
　
倫
理
観
に
裏

付
け
ら
れ
た
‘
昴
”
類
議
、
技
術
及
び
判
断
を
ヽ

っ

て
、
子
ど
ず
を
採
育
す
る
と
と
も
に
、
子
と
も
の
屎

護
者
に
対
す
る
保
育
に
関
す
る
棺
尋
を
行
う
も
の
で

あ
る
．

３
　
保
育
の
原
理

。
ア

保
時
詢
翔
罐
　

子
一

も
が
生
涯
に
わ
た
る
人
間
形

成
に
と

っ
て
極
め
て
重
要
な
時
期
に
、
そ
の
生
活

時
間
の
大
半
を
遣
ご
す
場
で
あ
る
．

こ
の
た
め
、

保
育
所
の
保
育
は
、
子
ど
も
が
現
在
を
最
も
良
く

生
き
　
望
ま
し
い
未
来
を

つ
く
り
出
す
力
の
基
礎

¨
凛

“
一
い
一
一
¨
¨
一
¨
¨
［
一
¨
¨
】
一
「

く
つ
ろ
い
だ
雰
囲
気
の
中
で
子
ど
も
の
様

々
な

歓
求
を
消
た
し
，
生
命

の
保
持
及
び
情
精

の
後

晶臨騨一訂謙
詣閣
鮮
弊

埓
う
こ
と
．

ノ
麒酷
躙「］
つ紳
邸
競
孵
“襲

育
て
る
と
と
も
に
、
自
主
、
●
立
及
び
協
輌
の

態
度
を
姜
い
、遣
徳
性
の
オ
生
え
を
培
う
こ
と
．

言 節 :

も
'

の
発
達

●
　
生
命
　
自
然
及
び
社
＾
ｔ
の
事
象
に

つ
い
て
の

興
味
や
関
心
を
青
で
一

そ
れ
ら
に
対
す
う
壼
か

な
心
情
や
思
考
力

の
芽
生
え
を
培
う
こ
と
．

０
　
生
活
の
中

で
い
言
葉

へ
の
興
味
や
関
心
を
育

て
、
話
し
た
り

一
聞
い
た
り
、
相
手
の
ｒ
を
理

解
し
よ
う
と
す
る
な
ど
、
書
素
の
豊
か
さ
を
た

ｏつ
こ
と
．

い
一　
様
々
な
体
験
を
通
し
て
、
豊
か
な
感
性
や
表

√

轟

鍾

罐

議

難

の
安
定
レ
た
関
“
に
配
慮
し
、
保
書
所
の
特
性
や

保
奇
士
等
０
事
円
性
を
生
か
し
て
　
そ
の
援
助
に

当
た
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
け
．

い
　
保
す
の
方
法

保
育
の
目
積
を
言
成
す
る
た
め
に
、
栞
育
士
等
は
、

次
の
事
項
に
留
意
し
て
保
■
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

．″≒
絡
箋

業̈
舞舗
罵

子
と
も
が

，
心
感
と
信
頼
感
を
持

っ
て
活
動
で
き

る
よ
う
　
子
を
も
の
主
体
と
し
て
０
息
い
や
瞑
い

を
受
け
上
ゆ
る
こ
と
．

イ
　
子
と
も
の
生
活
リ
ズ
ム
を
大
切
に
し
、
攘
藤
、

安
全
で
情
緒

の
安
定
し
た
笙
活
が

で
き
る
環
境

や
　
自
●
を
十
分
に
発
揮
で
き
る
環
鯰
を
整

，
る

ご
と，
．

′
委
診
腱
鴇
製
韓
評
」亀
」

子
ど
も
●
■
人
三
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
．

工
　
子
と
ヽ
相
互
の
目
係
作
り

，
〓
い
に
単
董
す
る

心
を
大
切
に
レ
い
集
団
ヽ
お

，
ろ
讐
動
を
効
果
あ

る
も
の
に
す
る
よ
う
崚
助
す
る
こ
と
¨

オ
　
子
ど
も
が
自
発
●
　
意
欲
的
に
関
わ
れ
る
よ

，

た
環
境
を
構
成
し
、
子
ど
も
の
主
体
的
な
活
動
や

子
せ
も
相
互
の
関
わ
り
を
大
切
に
す
る
こ
と
、
特

に
　
乳
幼
児
期
ヽ
ふ
さ
わ
し
い
体
験
が
ヽ
ら
れ
る

よ
う
に
　
生
活
や
掟
び
を
最
し
て
総
合
的
に
保
育

す

る
こ
と
．

力

　
一
人

一
ん
の
保
建
著
●
状
況
や
そ
の
意
向
を
電

燦
ヽ
受
香
し
ぃ
そ
れ
そ
れ
一
親
）
口
係
や
隷
腱
圭

括
等
に
配
慮
し
た
が
ら
、薇

々
，

綺
会
を
ｔ
ら
え
、

適
切
に
援
助
す
る
こ
と
．
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日
　
■
■

の
環
境
　
　
¨

屎
育

の
環
境
に
は
　
保
市
士
等
や
子
と
も
な
ど

０

人
的
頸
碗
．
■
殴
や
遊
具
な
ど

の
物
的
現
後
、
更
に

は
自
然

，
社
会

の
事
象
な
ど
が
あ
る
．
保
育
所
は
、

■

こ
う
し
た
人
　
物
．
場
な
ど

の
■
■
が
相
互
に
関
違

し
合
い
　
子
ど
も
の
生
活
が

，
か
な
も
の
と
な
る
よ

う
　
次

の
ま
瑛
に
留
景
し

つ
つ
い
“
目
的
ヽ
ス
境
を

綱
成
し
、

工
夫
し
て
凛
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

ア
　
子
ど
も
自
ら
が
環
境
に
関
わ
り
、
自
発
的
に
置

動
し
、
様
々
な
経
験
を
積
ん
て
い
く
こ
と
が
で
き

る
よ
う
配
嵐
す
る
こ
と

，

イ
　
子
ど
も
の
活
勁
が
豊
か
に
展
開
さ
れ
る
よ
う
、

保
育
所

の
設
備
や
環
境
を
整
え
一
屎
着
所
の
保
健

的
東
鯰
や
安
全
の
確
保
な
ど
に
努
め
る
こ
と
．

ウ
　
保
青
菫
は
、
温
か
な
親
し
夕
と
く

つ
ろ
ぎ

の
場

と
な
る
と
と
も
に
、
生
き
生
音
と
活
動
で
き
る
機

と
な
る
よ
う
に
配
慮
す

る
こ
と
．

工
　

子
ど
も
が

人
Ｌ
関
わ

ら
力
を
市

て
て
い
く
た

め
　
子
と
も
自
ら

，
肩
国
の
子
と
も
や
大
入
と
関

わ

２
て
い
く

こ
と
が

で
き
る
環
境
を
■
え
る
こ

ｔＣ
．

４
　́
繰
育
所

の
社
会
的
費
任

ｎ
一　
保
育
所
は
、
テ
と
も

の
人
権
に
十
分
配
慮
す
る
と

と
も
に
，
テ
と
も

一
人

一
人
の
人
格
を
尊
重
し
て
保

育
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
　
保
育
所
は
、
地
″
社
会
と
の
交
流
や
菫
携

を
図
り
、

保
嗅
書
や
地
域
社
会
に
、
当
族
黒
育
所
が
行
う
保
育

の
内
容
を
道
切
に
託
『
す

る
よ
う
努
う
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
．

Ｈ
　
凛
育
所
は
　
ス
所
す
る

，
ど
も
等
の
個
人
情
報
を

通
切
に
取
り
扱
う
と
と
も
に
、
保
露
者
の
苦
情
な
ど

に
対
し
　
そ
の
解
決
を
図
る
よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
．

第
二
葺

一
子
ど
も
の
発
達

缶

鷲

響

鯛

鴫

誠

謡

鮮

『

討

躍

そ
れ
ま
で
の
体
験
を
書
に
し
て
、
栞
境
に
働
き
か
け
¨
環

境
と
の
相
互
作
用
を
通
し
て
　
豊
か
な
心
僣
　
鷺
欲
及
び

態
度
を
身
に
付
け
、
新
た
な
能
力
を
菱
得
し
て
い
く
過
程

で
あ
る
．
特
に
大
切
な
の
は
　
人
と
の
関
わ
り
で
あ
り
、

策
情
豊
か
で
３
疎
深
い
大
人
に
よ
る
保
目
や
世
話
な
ど
を

通
し
て
　
大
人
と
子
ど
も
０
相
互
０
四
わ
り
が
十
分
に
行

わ
れ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
．
）ヽ
の
回
係
を
建
点
Ｌ
し

，
、

次
第
に
他
の
子
ど
も
と
の
間
で
も
相
互
に
昴
き
か
け
、
関

わ
り
を
深
め
、
人
へ
の
信
頼
感
と
自
己
の
主
体
性
を
形
成

し
て
い
く
の
で
あ
る
．

こ
れ

ら

の

こ
と

を
踏

ま

え
、

慄

育
士
等

は
、
次

に

示
す

一す
と

も

の
発
達

の
特
性

や

発
達

過

程
を

理
解

し
　

発
途

及

び
生

活

の
連
続

性

に
配
慮

し

て
保

富

し
な

け
れ
ば

な

ら
な

い
。

そ

の
藤

　
保

育
士

等

は
、

子
と

も

と
生
活

や
遊
び

を

共

に
す

る
中

で
、　

一
人

一
人

の
子
ど

も

の
心
身

の
よ

燿

を

絶

饉
し

な
が
ら

、

そ

の
発
達

の
援

助

を
行

う

こ
と

が
必
要

で
あ

る
．

１
　

乳
幼

児
知

の
発
達

の
特

性

●

　

子
と
も

は
、
大

人

に
よ

っ
て
生

命

を
守

ら

れ
　

愛

さ

れ
、
僣

穀

さ
れ

る

こ
と

に
よ
り
、
僣

結

が
安
定

す

る
と
と

も

に
、

人

へ
の
信

頼
感

が
育

つ
。

そ
し

て

身

近
な

環
境

＾
人
　

自

然
、

事
物
、

出
来
事

な
ど
）

に

興
味

や
関

心

を
持

ち
　
百

発
的

に
働

き

か

け

る
な

と

、
次

第

に
●

我

が
非

生

え

る
。

●

　
子
と

も

は
．

子
ど

も

を
取
り
巻

く
環
境

に
主

体
的

に
関

わ

る

こ
と

に
よ

り
、
心
身

の
発
建

が
促
さ

れ

る
．

日

　

子
と

も
は
、
大

人

と

の
信
颯

関
係

を
善

に
し

て

子

ど
も
同

士

の
関
係

を
０

つ
よ
う

に
な

る
．

こ

の
相

互

の
関

わ
り

を

通
し

て
，

身
体

的

な
発
注

及
び
力

的

な
発

達

と
と

も
に
、

情

結
”

　
社

会

”
及
び

道
徳

的

な
菫
ヨ
が
梶
さ
れ
る
。

●
　
乳
幼
滉
期
は
、
笙
菫
”
、
身
体
「
な
鑑
条
件
や
生

育
環
境
の
違
い
に
よ
¨
、　
一
人
一
人
の
心
身
の
発
一菫

の
個
人
菫
が
大
き
い
。

同
　
子
と
も
は
　
遊
び
を
置
し
て
、
仲
間
と
の
関
係
を

育
み
、
そ
の
中
で
個
の
成
長
ヽ
掟
さ
れ
る
．

●
　
乳
幼
児
期
は
、
生
涯
に
わ
た
る
こ
き
る
力
の
奎
礎

が
箸
わ
れ
る
時
期
で
あ
り
、
特
に
身
体
感
覚
を
伴
う

多
な
な
経
験
が
積
み
重
な
る
こ
と
に
よ
り
、
■
か
な

感
性
と
と
も
に
好
奇
心
　
探
究
心
や
思
考
力
が
養
わ

れ
る
．
ま
た
　
そ
れ
ら
が
そ
の
後
の
生
活
や
学
び
の

基
礎
に
な
る
．

２
　
発
違
過
種
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、

子
ど
も
の
発
達
過
筐
は
、
お
お
む
ね
次
に
示
す
八

，

の
区
分
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
．
た
だ
し
、
こ
の
区
分

は
、
日
午
齢
の
子
ど
も
の
均
一
的
な
発
達
の
基
準
で
は

な
ぐ
　
一
人

一
人
の
子
ど
も
の
発
達
過
程
と
し
て
と
ら

え
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
ま
た

様
々
な
条
件
に
よ
り
、

子
ど
も
に
発
達
上
の
際
暦
や
保
吉
所
の
生
活
に
な
し
み

に
く
い
■
と
の
状
態
Ｆ
見
ら
れ
て
も
　
保
育
士
等
は

子
と
ヽ
自
身
の
力
を
十
分
に
躍
め
、　
一
人
一
人
の
発
達

過
程
や
心
身
の
代
蟷
に
応
し
た
適
切
な
援
助
及
び
環
境

構
成
を
行
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
．

）

０
　
お
お
む
ね
六
か
月
未
満

誕
生
峰
　
ヽ
■
●
か
ら
外
ア
ヽ
０
鳥
漑
な
擁
■
の

変
化
に
洒
応
し
　
著
し
い
発
鮨
が
見
ら
れ
る
。
首
が

す
わ
り
　
手
足
の
動
き
が
澪
発
に
な
り
　
そ
の
後

寝
返
り

腹
ば
い
な
ど
全
身
の
動
き
が
活
発
に
な
る
．

視
党
　
瞭
党
な
ど
の
感
党
の
発
達
は
０
き
ま
し
く
、

泣
く
、
笑

，
な
ど
の
表
備
の
変
化
●
体
の
勁
き
、
嗜

語
な
ど
で
自
分
の
欲
求
を
表
現
し
、
こ
れ
に
応
答
国

に
関
わ
る
特
定
の
大
人
Ｌ
の
間
に
情
結
的
な
糾
炒
″

成
さ
れ
る
．　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
Ｉ

案
で
表
出
で
き
る
よ
う
に
な
る
．
行
動
０
国
が
広
が

り
探
索
活
動
が
盛
ん
に
な
る
中
、
自

，
の
市
ち
０
表

れ
と
し
て
い
強
く
自
己
主
張
す
る
姜
が
見
ら
れ
る
．

盛
ん
に
模
倣
し
　
物
事
の
間
の
夫
ｎ
性
を
見
い
だ
す

〓
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る
と
と

，
に
　
拿
徹
機
能

の
発
達
に
よ
り
、
大
人
と
一
緒
に
簡
蛍
な
ご
っ
こ
遊

び
を
楽
し
む
よ
う
に
な
る
．

０
　
お
お
む
れ
三
歳

工
本
的
な
運
動
輸
能
が
伸
び
　
そ
れ
に
伴
い
、
食

事
　
琲
鴻
　
衣
棗
∝
着
脱
な
ど
も
ほ
ぼ
自
立
で
き
る

よ
う
に
な
る
．
話
し
き
末
の
書
礎
が
で
き
て
　
盛
ん

に
質
問
す
る
な
ど
知
的
興
味
や
関
心
が
高
ま
る
．
自

我
が
よ
り
は
づ
き

，
し
て
く
る
と
と

，
に
、
友
逮
と

の
関
わ
り
が
多
く
な
る
が
、
実
際
に
は
　
同
じ
場
所

で
同
じ
よ
う
な
注
び
を
そ
れ
ぞ
れ
が
楽
し
ん
て
い
る

平
行
遊
び
で
あ
る
こ
と
が
多
い
．
大
人
の
行
動

，
日

常
生
活
に
お
い
て
経
験
し
た
こ
と
を
ご

，
こ
遊
び
に

取
り
入
れ
た
り
、
組
織
機
能
や
観
来
力
を
発
揮
し
て

遊
び
の
内
容
に
発
展
性
″
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
る
¨

予
想
や
意
図
、
期
待
を
持
っ
て
行
動
で
書
る
よ
う
に

な
る
。

Ｎ
　
お
お
む
ね
四
蔵

全
身
０
パ
ラ
ン
ス
を
取
る
龍
力
が
発
達
し
、
体
の

助
き
が
巧
み
に
な
る
．
自
然
な
ど
身
近
な
葉
坑
に
積

極
的
に
関
わ

，
、
薇
々
な
勁
●
特
性
を
知
り
，
そ
れ

ら
と
の
円
０
り
方
●
淮
び
方
を
体
得
し
て
い
く
。
想

像
力
が
豊
か
に
な
つ
、
目
的
を
持
っ
て
行
動
し
、
つ

く
っ
た
り
　
か
い
た
り
、
拭
し
た
り
す
る
よ
う
に
な

る
が
、
自
分
の
行
動
や
そ
の
縮
果
を
予
測
し
て
不
安

に
な
な
な
ど
の
稀
鵡
も
絡
敏
す
る
。
伸
ｍ
と
の
つ
な

が
り
が
強
く
な
る
中
で
、
け
ん
か
も
増
え
て
く
る
．

そ
の
一
方
で
、
決
ま
り
の
大
切
さ
に
気
付
き
　

，
ろ

う
と
す
る
よ
う
に
な
る
．
感
情
が
皇
か
に
な
り
　
身

近
な
人
の
気
持
〓
を
集
し
、
少
し
ず
つ
自
分
０
気
持

ち
〓
枷
え
ら
れ
た

，
、
我
慢
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ

的

に
動

か
せ

る
よ

う

に
な

る

こ
と
に

よ
り
、

府

国

の

人

や
物

に
興
味

を

示
し
，
擁

一ア
活
動

が
活
発

に

な

る
。

特
定
の
大
人
と
の
応
答
”
な
図
わ
り
に
よ
り
、
■
結

的
な
経
が
深
ま
り
ヽ
あ
や
し
て
も
ら

，
と
薔
ぶ
な
ど

や
り

取
り
が
盛

ん
に
な
る

一
カ

で
、

人

見
知

り

を
す

る
よ
う
に
な

る
。

ま
た
　

身

近
な
大

人

と

の
関

係

の

中

で
　

自
分

の
意

思

や
欲
求

を
身

振

り
な
ど

で
長

え

よ
う
と
し
、
大

人

か
ら
自

分

に
向

け
ら

れ

た
気

持

ち

や
簡
単
な
言

葉

が
分

か
る
よ

一２
に
な

る
。

食
事

は
ヽ

離
乳
食

か
ら
幼

児

食

へ
徐

々
に
移
行
す

る

　̈
　

一
●

０
　

お

お
む
ね

一
歳

三
か
月

か
ら

二
歳

未

満

歩

き
始

０
，

手

を
生

い
、

書
葉

を
話
す

よ
う

に
な

る

こ
と
に

よ
り
、

身

近
な

人

や
身

の
回
り

の
物

に
自

発
的

に
働

き

か
け

て
い
く
．

歩

く
、

押
す
＾
つ
ま

む
一

め
く

る
な
ど

様

々
な

運
動
機

能

の
発
達

や
新

し

い
行

動

の
壼
得

に
よ

り
、

環
寝

に
働

き

か
け

る
君
欲

を

一

目
高

め

る
．

そ

の
中

で
　
”

を

や
り

取
り

し
た

り

取
り
合
っ
た
り
す
る
棗
が
見
ら
れ
る
と
と
も
に
　
獄

●
　
お
お
む
ね
六
か
月
か
ら

一
歳
三
か
月
末
満

座
る
　
は
う
、
立

つ
、

つ
た
い
歩
き
と
い
っ
た
菫

勁
機

爾

が
発
達
す

る

こ
と
，

及
び

腕

や

手

異
町

を
実
吻

に

見
立

て
る
な

ど

の
菫
緻
機

能

が
発
達

し
　

入
や
物

と

の
関
わ
り

が
強

ま

る
。

ま
た

　
大

入

の
普
う

こ
と

が
分

か

る
よ
う

に
な
り
、

自
分

の
意

思

を

親

し

い
大

人

に
な

え

た

い

と

い

う
欲

求

が

高

ま

る
．

撻
差

し
、

身
振

り
、

片

書
な
ど

を
盛

ん

に
使

う

よ
う
に
な
り
、
二
路
文
を
離
し
始
め
る
．

回
　
お
お
む
ね
二
晟

歩
く
、
え
る
　
眺
ぶ
な
ど
の
薔
本
的
な
連
動
機
能

●
　
喜
先
の
機
能
が
発
逮
す
る
。
そ
れ
に
ヽ
い
、
食

事
　
衣
策
の
着
脱
な
ど
身
の
回
Ｌ
の
こ
と
を
自
分
て

いい時に〕』一摯０一一瑯ゆ〔』］」“̈
「

語
彙
も
著
し
く
ヽ
加
し
　
自
分
の
意
思
や
欲
求
を
書

）

て
く
る
．

０
　
お
お
む
ね
五
晟

基
本
的
な
生
活
習
慣
が
身
に
付
き
　
運
動
機
龍
は

ま
す
ま
す
伸
び
　
３
ん
で
運
動
遊
び
を
し
た
り
、
仲

間
と
と
も
に
活
発
に
進
ぷ
．
言
葉
に
よ
り
夫
通
の
イ

メ
ー
ジ
を
持
っ
て
遊
ん
だ
り
　
目
的
に
向
か
っ
て
案

団
■
行
動
す
る
こ
Ｌ
が
増
え
る
．
さ
ら
に
　
遊
び
〓

発
展
さ
せ
、
東
し
む
た
め
に
　
自
分
た
ち
で
決
ま
り

を
作
っ
た
り
す
る
。
ま
た
、
自
分
な
り
に
考
え
て
莉
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断
し
た
り
、
批
判
す
る
力
が
生
ま
れ
　
け
ん
か
を
自

分
た
ち
で
解
決
し
よ
う
と
す
る
な
ど
　
お
互
い
に
相

手
を
絆
し
た
り
、
異
な
る
思
い
や
考
え
を
認
め
た
り

と
い
う
だ
社
会
生
活
に
必
要
な
基
本
的
な
方
を
身
に

付
け
て
い
く
。
他
大

０
役
に
立

，
こ
と
を
感
し
く
感

し
た
り
し
て
、
■
間
の
中
の

一
人
と
し
て
の
自
党
が

生
ま
れ
る

●
　
お
お
む
ね
六
歳

全
身
運
動
が
置
ら
か
で
巧
み
に
な
り
、
質
活
に
誂

´
静
『
ち
摯
わ
嶽
勲
】
」
」
】
幸
“
わ
碁
静
か
、
ぼ
彙

せ
も
に
力
が
あ
ふ
れ
、
意
欲
ェ
韓
盛
に
な
な
．
仲
間

の
意
思
を
大
切
ｔ
し
よ
う
と
し
、
役
割
の
分
担
が
生

ま
れ
る
よ
う
な
協
同
遊
０
や
ご

つ
こ
遊
び
を
行
い

満
足
す
る
ま
で
取
り
組
も
う
と
す
る
．
様
々
な
知
識

や
経
験
を
生
か
し
、
創
童
工
夫
を
重
ね
、
遊
び
を
発

展
さ
せ
る
．
思
考
力
や
露
蔵
力
も
高
ま
り
、
自
然
事

象
ゃ
社
会
事
彙
　
文
字
な
ど

へ
の
興
沐
や
関
心
も
深

ま

っ
て
い
く
。
身
近
な
大
入
に
■
え
　
気
持
ち
を
体

め
る
こ
と
ヽ
あ
る
が
、
様
々
な
経
験
を
理
レ
で
自
立

心
が

一
層
高
ま

っ
て
い
く
．

第
二
章
　
保
菫
の
内
容

保
育
０
内
容
は
、
「ね
ら
い
」
及
び

『^

容
」
で
構
成
さ

れ
る
．
『お
ら
い
」
は
　
第

一
章

総^
則
）
に
示
さ
れ
た
保

育
の
日
様
を
よ
り
具
体
“

し
た
も
０
で
あ
り
、
子
ど
も
が

屎
育
所
に
も
い
て
、
贅
一廷
し
た
生
活
を
送
り
　
充
実
し
た

活
動
が
で
〓

る
よ
テ
ヽ
ヽ
保
育
士
等
が
行
が
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
事
項
及
び
子
と
も
が
身
に

，
け
る
こ
と
が
望
ま
れ

る
心
惰
ヽ
董
箕
　
菫
度
な
ど
の
事
項
を
示
し
た
も
ら
で
あ

る
．
ま
た
、
「内
容
」
は
、
「ね
ら
い
」
を
達
成
す
る
た
め
に
、

け
”
「
詢
峰
職
い
は
わ
彙
鈍
漱
務
嚇
¨
碑
幸
一
秦
い
獅
『

に
関
わ

っ
て
経
験
す
る
事
項
ｔ
沐
し
た
ヽ

の
で
あ
る
．

保
青
士
等
が

「わ
ら
い
」
及
び

「内
容
」
を
具
体
的
に

把
握
す
る
た
め
つ
視
点
と
し

て
、
一菱
菫
に
関
わ
る
ね
ら
い

及
び
内
容
」
と
Ｌ
顔

育
ｔ
関
わ
る
わ
ら
い
及
‘
内
容
」
と

の
両
面
か
ら
示
し
て
い
る
が
、実
臓
の
保
育
に
お
い
て
は
、

菱
鰻
と
政
市
が
一ヽ
体
と
な
っ
て
展
開
さ
れ
る
こ
と
に
留
意

す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
．

こ
と
に
い
う

姜̈
饉
」
と
は
　
子
と
も
の
生
命
の
凛
持

及
び
情
結
¢
安
定
を
図
る
た
め
に
保
育
〓
等
が
行
う
援
助

●
闘
わ
り
で
あ
る
一
ま
た
●
教
育
」
と
は
　
子
ど
も
が
掟

や
か
ｔ
成
長
し
、
そ
の
活
動
が
よ
り
豊
か
に
展
開
さ
れ
る

た
め
の
発
達

の
援
助
で
あ
り

「健
康
」
「人
間
関
係
」

「栞

）

境
」
、
「
書
案
一

及
び

「表

現
一

の
五
預
域

か
ら
構

成

さ
れ

る
．

こ
の
五
筑
域
並
び

に

、生
命

の
保
持
」

及
び

「情
結

の
安
定
」

に
関
わ

る
保
育

の
内
容

は
、

子
ど

も

の
生

活
や

遊
び

を
通
し

て
相

互
に
関
連

を
持

ち
な

が
ら
、

総
合
的

に

展
開
さ

れ

る
も

の
で
あ

る
．

１
　

保

育

の
れ

ら

い
及
び
内

容

●

　
養
題
に
関

わ

る
ね

ら

い
及
び
内
容

ア
　

生
命

の
保
持

い
　
ね

ら
Ｌ

〇

　

一
人

一
人

の
子
と
も
が
　
決

適

に
生

活

て

き

る
よ

う
に
す

る
．

②

　

一
人

一
人

の
子
ど

も
が
　

健
産

で
安
全

に

通
ご

せ
る
よ
う

に
す

る
．

０

　

一
人

一
人

の
子
と

も

の
生
理
的
欲
求

が

十
分

に
満

た
さ
れ

る
よ

う
に
す

る
．

０

　

一
人

一
人

の
子
ど
も

の
健
康
増

進
が
、

積

極
的

に
図
ら
れ

る
よ
う
に
す

る
．

“

)

内
容

０

　

一
人

一
人

の
子
ど
も

の
平
常

の
健
康
状
Ｅ

や
発
育
及
び

発
達
状
鶴

を
的
確

に
把
握
し

異
常

を
感
じ

る
場
合

は
　
連

ヽ
か

に
遠

切

に

対
応
す
る
．

し
、
嬌
託
医
等
と

鹸議ない唯酪た囃一れど罐哺薙藤崚

②
事
故
防
止
に
関
す
る
露
識
を
深
め
、
保
屋
的

で
安
全
な
保
育
環
境
の
経
持
及
び
向
上
に
努

め
る
．

０
　
清
潔
で
安
全
な
霞
境
を
整
え
、
適
切
な
援

助
や
応
答
的
な
関
わ
り
を
通
し

て
　
子
と
も

の
生
理
的
欲
求
を
満
た
し
て
い
く
．
ま
た
、

家
庭
を
協
力
し
な
か
ら
　
子
と
も
の
発
達
過

程
等
に
応
し
た
適
切
な
生
活
リ
ズ
ム
が
ｒ
ら

れ
て
い
く
よ
・り
に
す
る
．

０
　
子
と
も
の
発
達
過
程
整
に
ぶ
し
て
、
適
ま

な
運
動
と
休
息
を
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
す
午

ま
な

食
贅

徘
鐸

暉
霙

表

類
の
若
脱
　
身
の
回
り
を
清
潔
に
す
る
こ
と

な
と

に

つ
い
て
、

子
ど
も
が
菫

欲
的

に
生

活

で
き

る
よ
う
適

切
に
援
助
す

る
．

イ
　
情
結

の
安

定

∽
　
ね

ら
い

０

　

一
人

一
人

の
子
ど

も
が
、
安

定
感

を
持

っ

・
て
適

ご

せ
る

よ

う
に
す

る
．

②

　

一
人

一
人

の
子
ど
も

が
　

●

分

の
気
持

ち

を
安

０
し

て
表
す

こ
と
が

で
き

る
よ
う
に
す

る
．
　

　

　

　

　

　

　

　

〓

の
逮
彿
を
図
り
な
が

）

０

　

一
人

一
人

の
子
と

も
が
、
清
田
か
ら
主
体

と
し

て
受
け
止
め
ら
れ
一
主
体
と
し

て
ヽ
ち

自
分

を
背

定
す

る
気
持

ち
が
育

ま
れ

て

い
く

よ
う
に
す

る
．

０

　

一
人

一
人
の
子
と

も

の
心
身

の
疲
れ

が
な

さ
れ

る
よ

う
に
す

る
．
　

・

０
　
内

容

０

　

一
人

一
人
の
子
ど

も

の
置
か
れ

て
い
る
状

寝

や
発
達
過
程
な
ど

を
的
菫
に
把

捏

レ
´

子

ど
も

の
欲
求

を
適

切
に
満
た
し
な

か
ら
、

応

答
的

な
た

れ
合

い
や

目
葉

が
け
を
行
う
．

０

　

一
人

一
人

０
子

‘

も

の
気

持

ち

を

受

容

し
ヽ

夫
感

し
た
が

ら
、

子
ど
も
と

の
経

続

的

な
信
頼

関
係
を
築

い
て

い
く
．

０

　
保
育
士

等
と

の
信
頼

関
係
を
基

盤

に

　

一

人

一
人

の
子
ど
も
が
主
体
的
に
言

動
し
　

自

発

性

ヽ

探

索
意

な

な
ど

を
高

め

る

と

と

も

に
　

自

分

へ
の
自
信

を
持

つ
こ
と

が
で
き

る

よ
，

成
長

０
過
程
を
見
守

り
　
適

切

に
働

き

か
け

る
。

０

　

一
人

一
人

の
，

ど

も

の
生
活
リ
ズ

ム
、

発

達

過
程
、

保
育
時

間
な
ど

に
応
し

て
　

活

動

内

容

の
パ

ラ
ン
ス
や
鋼
和
を
図
り
な
が
ヽ

適

切

な

食

事

や
休

息

が

取

れ

る

よ

う

に

す

う

●
　
教

育

に
関
わ

る
ね

ら
い
及
び

内
容

ア
　

健

康

健
康
な

心
と
体

を
育

て
　

自

ら
健
康

て
安
全

な

生

活
を

つ
く

０
出
す
力

を
菱

う

い
　
ね

ら

い

０
　
明

る
く
伸
び
伸
び

と
行
動
し
　
充
実
感

を

味

わ
う
。

０

　
自

分

の
体

を
十

分
に
動

か
し
、

進

ん
で
運

動
し
よ

う
と
す

る
．

０

　
健

康

　
安
全
な
生

活

に
必
要
な
習
慣

や
建

度

を
身

に
付

け
る
．　
　
　
　
　
‥

”

内
容

０
　
保
育

士
等

や
友
逮

と
餃
れ
合

い
　

安
定
感

を
持

っ
て
生
活
す

る
。　
　
　
　
　
　
＾

②

　

い

る
い
ら
な
遊
び

の
中

で
十

分
に
体

を

動

か
す

．
　

　

‘
　

　

．

０

　
進

ん

で
戸
外

て
遊

ぶ

④
　
様

々
な

活
動
に
競

し

み
　
楽

し
ん

で
取

り

組

０

．
　

　

　

　

¨

０
　
健
康
な
生
活
の
リ
ズ
ム
を
身
に
付
け
、
東

し
ん
で
食
事
を
す
る
．

０
　
身
の
回
り
を
浦
潔
に
レ
、
表
類
●
着
屁

食
事
　
徘
泄
な
ど
生
活
に
必
要
な
お
動
を
自

分
で
す
る
．

０
　
保
富
所
に
お
け
る
生
活
の
仕
方
を
知
り
、

自
分
た
ち
で
生
活
０
場
を
重
え
な
が
ら
見
通

し
を
持
っ
て
行
動
す
る
．

０
　
自
分
の
健
康
に
関
心
を
持
ち
、
病
気
の
予

防
な
ど
に
必
要
な
活
動
を
進
ん
で
行
う
．

０
　
危
険
な
場
所
や
災
害
時
な
ど
の
行
動
の
仕

方
が
分
か

，
　
安
全
に
気
を
付
け
て
行
動
す

る
．

イ
　
人
間
関
係

篠
０
人
々
と
親
し
み
　
支
え
合
っ
て
生
活
す
る

た
め
に
　
自
立
心
を
育
て
　
人
と
関
わ
る
力
を
姜

一２０
　
ね
ら
い

０
　
保
青
所
生
活
を
楽
し
み
、
自
分
の
力
で
行

動
す
る
こ
と
の
充
実
感
を
味
０
う
．

②
　
身
近
な
人
と
濁
ル
み
ヽ
関
わ
つ
を
深
め
、

愛
僣
や
信
璃
感
を
持

，
．、

◎
一
社
会
生
活
に
お
け
る
望
ま
し
い
習
慣
や
熾

度
を
身
に
付
け
る
．

０
　
内
容

０
　
安
心
て
き
る
保
育
士
Ｓ
と
の
関
係
の
下

て
、
身
近
な
大
人
や
友
達
に
関
心
を
持
ち
、

換
破
し
て
遊
ん
だ
り
）
親
し
み
を
持
っ
て
自

ら
関
わ
ろ
う
と
す
る
．

②
　
保
育
士
等
ゃ
友
逮
と
の
室

と
し
た
関
係
の

中
で
、
共
に
過
ご
す
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
う
。

◎
　
自
分
で
考
え
、
自
分
で
行
動
す
る
．

０
　
自
分
で
で
き
る
こ
と
は
自

分
で
す
る
．

０
　
友
違
と
積
極
的
に
関
わ
り
な
が
ら
喜
び
や

議
し
み
を
共
感
じ
合
う
．

．０
　
自
分
の
思

っ
た
こ
と
を
相
手
に
伝
え
　
相

手
の
思

っ
て

い
る
こ
た
に
気
付
く
．

０
　
友
逮
り
良
さ
に
気
付
き
、　
一
緒
に
清
動
す

る
楽
し
ヽ
を
味
わ
う
。

③
　
友
達
と

一
緒
に
活
動
す
る
中
で
　
共
通
の

月
的
を
見
い
だ
し
、
協
力
し
て
物
事
を
や
り

遂
げ
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を
持
つ
一

０
　
良
い
こ
ど

や
思
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
に
気

付
き
、
考
え
な
が
ら
行
断
す
る
．
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０
　
身
近
‘
よ
差
と
っ
翡
ゎ
り

，
探
め
る
と
と

も
に
　
異
午
齢
の
友
撻
な
ど
、
様
々
な
友
違

と
闘
わ
り
　
思
い
や
り
や
規
し
み
を
持
つ
．

０
　
友
達
と
楽
し
く
生
活
す
る
中
で
決
ま
り
の

大
切
き
に
気
付
き
　
守
ろ
う
と
す
る
．

⑫
　
共
同
の
進
具
や
月
具
を
大
切
に
し
、
み
ん

一
で
使
う
０

⑬
　
高
酔
者
を
始
め
趾
域
の
人
々
な
ど
自
分
の

生
活
に
関
係
０
深
い
い
う
い
ろ
な
人
に
親
し

¨
を
持
つ
。　
　
　
　
一

０
　
外
国
人
な
ど
　
自
分
と
は
見
な
る
文
化
を

持
っ
た
人
に
規
し
み
を
持
う

ウ
　
環
境

月
日
の
振

，
，

栞
境
に

，
奇
心
や
探
策
心
を

持
っ
て
円
わ
り
　
そ
れ
ら
を
生
活
に
取
り
入
れ
て

い
こ
う
之
す
る
方
を
ホ
う
．

０
　
ね
ら
い

０
　
身
近
な
凛
責
に
規
し
み
　
日
然
と
触
れ
合

う
い
て
標
々

，
弩
象
に
興
味
や
関
心
を
持

つ
。

。こ彰』ぬ森嚇ｔ詢渤かい嗜、「一静甥

活
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
．

０
　
身
近
な
専
物
を
見
た
り
、考
え
た
り

扱
っ

た
り
す
る
●
て
　
物
の
性
彙
や
質
量
、
文
字

な
ど
に
対
す
る
感
覚
を
豊
か
に
す
ち
．

０
　
内
容理

』一襲
い

Ｌ
解

う
な
ど
の
感
覚
の
０
き
を
自
一か
に

，
ろ
¨

②
　
好
き
な
驚
具
や
遊
ス
に
深
」
を
持
っ

，
関

わ
り
　
様
々
な
遊
び
を
楽
し
む
。

０
　
日
然
に
餞
れ
て
生
活
し
　
そ
の
大
き
き
、

美
し
さ
　
不
思
議
き
な
ど
に
気
付
く
．

０
　
生
活
の
中
で
、
撮
々
な
物
に
触
れ
　
そ
の

■
質
や
仕
組
み
に
興
味
や
関
心
を
持
つ
．

０
　
手
節
に
よ
り
目
然
や
人
間
の
生
活
に
変
化

の
あ
る
こ
と
に
気
付
ぐ
。

０
　
自
然
な
ど
の
身
近

２
事
家
に
関
心
を
持

ち

遊
び
や
生
活
に
取
り
入
れ
よ
う
と
す
る
．

０
　

，
近
な
勁
植
物
に
規
し
み
を
持
ち
　
い
た

わ
っ
た
り
　
大
切
に
し
た
り
　
″
物
を
育
て

た
り
　
ヽ
わ
う
な
と
し
て
　
生
命
の
専
さ
に

気
付
く
．

０
　
夕
近
な
物
〓
大
切
に

・，．〓
う
．

◎
　
身

近
な

勁

●
海

具
に
興
栄

〓
，

っ
て
閂
わ

り
　

考
え

た

つ
　
試

し
た

り

し

て

工
夫

し

て

遊

ぶ
．

⑩

　

日
常

生

活

の
中

で
質

量

や

図

形
な
ど

に
隕

心

を
持

つ
．

０

　

●
常
生

活

の
中

で
綺

単

な
標
識

や
文
字

な

ど

に
関
心

を
持

つ
．
　

　

・

⑫

　
近
卜

の
生

活

に
興
味

や

関
心

■
持

ち
　

保

育

所

内

外

の
行

事

か

ど

に
ヽ

ん

で
参

加

す

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

・

工
　
営
三
茶
　
　
　
　
　
　
・

経
験

し

た

こ
と
や

考

え

た

こ
と

な
ど

を
自

分
な

り

の
言
葉

で
表
現

し
　
相

手

の
話
す

言
葉

を
閉

こ

う

と
す

る
意
気

●
態
度

を
育

て
、

言
葉

ｔ
対

す

る

感
党

や

言
葉
で

表

現
す

る
力

を
蒸

う
．

い

　
た
ら

い

０

　
自

分

の
気
持

ち

を
言
葉

で
表

現
す

ら
楽
し

■

を
味
わ

う

　

・

②

　
人

の
言
葉

や
話
な
ど
を

よ

く
同

き
　

自
分

の
経
験
し

た

こ
と

ヽ
考
え

た

こ
と

を
話
し

伝

え
合

う

〓
び

を
味

わ

う
．

０

　
日
常

生

活

ｔ
必

要
な
言
一栞
が
分

か
る
よ

う

に
な

る
と

と
も

に
　

給
本

，
物

籍
な
と

に
親

し

み

保
富

士
等

や
だ

達
と

心

を
通
●

せ

る
．

０

　
内
容

Ｏ

　
保

育
士

等

の
応

答
的

な
関

わ

り

や
話
し

か

け
に

よ
り
　

泊

ら
言
葉

を
使

お
う

と
す

る
．

②

　
保
育

ｉ
等

と

一
繕

に
ご

，
こ
進
び

な
ど

を

す

る
中

で
　

言
葉

の
ヽ

り

取

り
を

楽
し
む
．

０

　
保
常

ｉ
等

や
友
湾

の
言
葉

や
話

に
興
味
や

目
心

を
持

ち

親

し

み
を
持

っ
て
問

い
た
り

話

し

た
０
す

る
．

０

　
し

た

こ
と
、

え

た

こ
と

　

問

い
た

こ
と

味

わ

，
た

こ
と
　

感

じ
た

こ
と
　

考

え
た

こ

と
を
自
分
一
り
に
言
兼
で
去
凛
す
る
．

０
・　
し

た
い

ご
と

　
し

て
は
し

い

こ
と

を
言
一業

で
表

，
し

た

り
、

分

か
ら

な

い

こ
Ｌ

を
貫
ね

た
り

す

る
。

０

　
人

の
話

を
注

意

し

て
円

き
　

相

手
に
分

か

る
よ

う
に
話
す
．

０

　
生

活

の
申

で
必

要
な

音
葉

が
分

か
り
、
使

う

．

０
　
割

し

み
を
持

っ
て
同
ヽ

の
あ

い
■

つ

に
す

る
．

０

　
生

活

の
中

で
言
葉

の
楽

し
さ

や
美
し
き

に

気
●

く
．

）

⑩

　

い

う

い

う

な

体

贖

を

通

し

て

イ

メ

ー

ジ

や

一員

業
を

豊

か

に

す

る

．
　

　

　

　

　

　

　

¨

⑩

　

絵

ネ

や

物

語

な

ぜ

に

親

し

み

　

興

味

を

持

っ
て
間
〓
、
想
像
す
る
楽
ル
さ
を
摯

わ
う
．

０
　
日
常
生
活
の
中
で
、
文
字
な
ど
で
伝
え
る

業
し
ぎ
を
味
わ
う
。

オ
　
一一
■

感
じ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
自
分
な
り
に
ま

現
す
る
こ
と
を
通
し
て
　
豊
か
な
感
■

や
俵
場
す

る
力
を
菱
い
、
創
造
性
を
豊
か
に
す
う
。

の
　
ね
ら
一

０
　
い
ろ
い
う
な
物
の
楽
し
さ
な
ど
に
対
す
る

豊
か
な
感
性
を
持

つ
．　
　
　
　
　
　

．

２
　
■
育
の
実
施
上
の
日
燎
事
項

保
育
士
年
■
．　
一
Ａ
一
人
の
子
ど
も
の
え
ヽ
■
一絆
や

そ
の
一理
続
性
を
踏
ま
え
　
な
ら
い
０
内
容
を
柔
軟
Ｌ
取

り
扱
う
と
Ｌ
も
に
、
特
ｔ
，
次
の
事
項
に
配
慮
し
て
凛

市
し
な
け
れ
は
な
け
な
い
．

０
　
ふ
育
ｔ
関
わ
る
全
般
的
な
配
慮
事
項

ア
　
子
ど
も
の
心
身
の
発
一ｒ
及
び
活
動
の
■
お
た
と

の
個
人
差
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に

　́
一
人
一
人
の

子
と
も
の
気
持
ち
を
受
け
上
め

，
助
す
る
こ
と
，

イ
　
子
ど
も
の
健
員
は
　
生
理
的
、
身
体
的
な
言
じ

と
と
も
に
　
自
主
性
●
社
会
壼
、
宣
か
な
つ
‘
の

青
ち
と
が
あ
い
ま
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
ヨ

意
す
る
こ
Ｌ
．

ウ
　
一子
ど
●
が
自
ら
月
因
に
口
き
か
●
　
”
行
を
試

し

つ
つ
自
分
の
力
で
行
う
活
動
き
見
守
り
な
が

ら
　
造
切
に
場
所
す
る
こ
と
．

工
　
子
ど
も
の
入
所
時
の
揆
育
に
当
た
っ
て
は
　
■

き
る
だ
け
憫
”
的
に
対
応
し
　
子
と
も
が
安
定
‘

を
得
て
、
次
第
に
保
育
所
の
生
活
に
な
じ
ん
で
い

く
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
　
既
に
入
所
し
て
い
う

子
と
も
に
不
■
●
動
■
を
与
え
な
い
よ
う
配
ｉ
す

る
こ
と
．

オ
　
一子
と
も
の
国
霜
や
Ｘ
化
つ
違
い
を
記
う
　
互
い

に
ゴ
一雪
す
る
心
を
言
て
る
よ
う
配
●
す
る
こ
と

力
　
■
Ｌ

，
の
■
言
や
は
人
一彙
に
も

，
意
し
つ
つ

Ｌ
別
な
ど
に
よ
る
固
定
的
な
意
吉
さ
鷲
え
付
け
る

こ
と
が
な
い
よ
う
配
壼
す
る
こ
と
．

●
　
乳
児
保
管
に
雷
わ
る
配
慮
事
項

ア
　
牲
児
は
疾
病
べ
●
●
続
力
が
弱
く
　
心
身
の
機

能
の
末
熟
さ
に
伴
う
疾
声
０
発
生
が
多
い
こ
Ｌ
か

ら
　
一
人
一
人
の
発
育
及
び
発
注
■
●
●
掟
声
よ

態
に
つ
い
て
の
適
コ
な
判
菫
に
喜
づ
く
保
●
口
な

対
応
を
行
う
こ
と
．

イ
　
一
人
一
人
の
子
ど
も
の
生
肯
歴
の
ヽ
い
に
日
点

し
つ
つ
　
駄
求
を
適
切
に
ヽ
た
し
　
常

，
の
屎
青

■
が
応
答
的
に
関
わ
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
．

ゥれ
副
鋪
甥
串撃
鰤羅
碑
雲
一

球嚇「動群一「藤皓祀障に牛詢］改議̈
一』

“鴫め「　その一号円■を生かした対応をロ

ェ進』積一」̈
鵡”憫ｔ
をＬ〓ュい
、ち株ｉ
ｔ

彙
疑
舌
ヽ
の
支
標
に
”
め
て
い
く
こ
Ｌ
．

オ
　
担
当
の
保
育
＋
が
着
わ
る
場
合
に
は
、
子
と
も

の
そ
れ
ま
で
の
経
験
や
発
達
過
程
に
留
蔵
し
　
、

員
間
で
協
力
し
て
対
応
す
る
こ
と
．

②
　
感
し
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
目
分
な
り

に
表
現
し
て
楽
し
む
．

０
　
生
活
の
中
で
イ

メ
ー
ジ
を
童
か
に
し

帯

々
な
表

現

こ
楽
し

む
．

い
　
内
容

０
　
水

　
砂

　
上
　
紙

　
粘
■

な

ど
様

々
た
一ネ

材

に
鱈

れ

て
楽
し
む

②

　
屎
育

士
等

と

一
結

に
歌

っ
た

り
　
手

遊
０

を
し
た

リ
　

リ
ズ

＾
に
合
わ

せ

て
体

を
動

か

し
た
り

し

て
遊

ぶ
。

０
　

生
活

の
中

で
様

々
な
音
　

色

　

形
　

手
触

，
　
動

き
、

味

一百
り
な
ど

に
気

付

い
た

り
一

感
じ

た

り
し

て
楽
し

む

　
　
　
　
　
　

一

０
　
生
活
の
中
で
”
々
を
出
来
事
に
肛
れ
　
イ

メ
ー
ジ
を
皇
か
に
す
る

０
　
様
々
な
出
来
事
の
中
で
　
感
動
し
た
こ
と

を
伝
え
合
う
楽
し
さ
を
味
わ
う
．　
一

０
　
感
し
た
こ
と
　
考
え
た
こ
と
な
ど
を
音
や

動
き
な
ど
で
表
現
し
た
り
　
自
由
に
か
い
た

り
　
つ
く
っ
た
り
す
る
．

０
　
い
ろ
い
ろ
な
始
材
や
用
具
に
親
し，
み
　
エ

夫
し
て
遊
ぶ
。

。」嗜森凛鋼料わけ刹”噺一（中」「紳

味
セ
■
　
　
　
　
　
¨

０
　
か
い
た
り
　
つ
く
っ
た
り
す
る
こ
と
を
楽

し
み
　
そ
れ
を
遊
び
に
●
っ
た

，
、
節
ぅ
た

り
す
る
．

⑩
　
自
分
の
イ
メ
ー
ン
を
動
き
や
言
葉
な
ど
で

表
易
し
た
り
　
演
し
て
遊
ん
だ
り
す
る
棗
し

さ
を
味
わ
う
．

）
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日
　
一二
歳
未
満
児
の
保
育
に
関
わ
る
配
意
事
項

ア
　
特
に
感
染
症
に
か
か
り
や
す
い
時
期
で
あ
る
の

で
　
体
の
状
預
、
橋
嫌
　
食
欲
な
ど
の
日
常
の
状

娼
０
観
察
を
＋
分
ｔ
行
う
と
と
も
に
，
適
切
な
判

断
に
基
づ
く
保
に
鮎
な
対
応
を
心
が
け
る
こ
と
．

イ

倉

デ
、
排
嘩

産
眠

衣
類
の
着
脱

身
の
画

り
を
消
潔
に
す
る
こ
と
な
ど
　
生
活
に
必
要
な
釜

本
的
な
習
慣
に
つ
い
て
は
、　
一
人

一
人
の
ケ
菫
に

応
し
、
藩
ち
着
い
た
雰
調
気
の
中
で
行
う
よ
う
に

し
　
子
と
も
が
自
分
て
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を

●
重
す
る
こ
と
．̈
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
一

ツ
　
探
索
薔
勁
が
十
分
で
き
る
よ
う
に
、
事
故
”
上

に
，

う
な
が
ら
活
動
し
や
す
い
舞
責
を
譜
え
¨
全

身
を
使
う
遊
び
な
ど
様
々
な
遊
び
を
取
り
入
れ
る

こ

と

．

工
　
子
ど
も
の
自
我
０
育
ち
を
見
守
り
　
そ
の
気
持

ち
を
受
け
止
め
る
と
と
も
に
　

，
育
ま
等
が

，
立

ち
と
な
っ
て
　
友
達
の
気
持
ち
や
友
菫
と
の
円
わ

り
方
を
丁
寧
に
伝
え
て
い
く
こ
と
．

オ
　
信
結
０
安
定
を
図
り
な
か
ら
　
子
ど
も
の
目
発

的
な
活
動
を
促
し
て
い
く
こ
と
．　
　
　
一

力
　
担
当
の
屎
奇
士
が
言
わ
ζ
場
合
に
は
　
子
ど
も

の
そ
れ
ま
で
の
経
験
や
発
達
過
程
に
雪
意
し
　
職

員
間
で
協
力
し
て
対
応
す
る
こ
と
．

０
　
一二
歳
以
上
児
の
繰
吉
に
円
わ
る
配
意
事
項

ア
　
生
活
に
必
要
な
塵
奉
的
な
習
慣
や
態
度
を
身
に

，
け
る
こ
と
の
大
切
さ
を
理
解
し
　
道
切
な
行
動

を
選
択
で
き
る
よ
テ
配
慮
す
る
こ
と
．

イ
　
子
ど
も
０
信
結
が
女
定
し
、
ビ
己
を
十
分
に
発

拌
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
通
し

て
　
や
り
送
げ
る

一〓
び
や
自
信
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮

す
る
こ
と
，

ウ
　
織

々
な
泄
び
の
中
で
、
全
身
を
動
か
し
て
菫
欲

的
に
活
動
す

る
こ
と
に
よ
り
、
体
の
諸
機
能
の
発

達
が
促
さ
れ
る
こ
■
に
留
意
し
、
一す
と
も
の
一ヽ
味

や
円
心
が
戸
外
に
も
向
く
よ
う
に
す

る
こ
と
¨

Ｔ
一　
サ
ん
か
な
ど
富
藤
を
経
験
し
な
が

，
次
第
に
村

手
の
気
持
ち
を
理
解
し
、
相
互
に
必
要
な
存
在
て

あ
る
こ
と
を
実
感

で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
．

オ
　
生
活
や
遊
び
を
通
し
て
　
決
ま
り
が
あ
る
こ
と

の
大
切
き
に
気
付
き
、
き
ら
判
断
し
て
行
動
で
き

る
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
、

ヵ
一
一
一
一
¨
『
¨
一
「
一
一
¨
”
一
一
¨
¨
］
¨

一

キ

　
辟
分
の
気
持
十
　
″

一
験
を
自
分
な
り
の
言

栞̈
て

表
現
す
る
こ
と
の
大
切
さ
に
留
意
し
　
子
と
も
の

話
し
か
け
に
応
じ
る
よ
う
心
が
け
る
こ
と
。
ま
た

，
ど
も
が
０
同
と
＾
え

，

Ｐ
た
り
、
話
し
合
う
こ

と
の
楽
し
さ
が
味
わ
え
る
よ
う
に
す
る
こ
Ｌ
．

ク
　
序
し
た
こ
と
や
思

っ
た
こ
と
　
な
負
し
た
こ
ｔ

な
ど
を
、
根
一々

な
方
法
で
創
一Ｖ
工
夫
を
嬌
ら
し
て

●
由
に
表
現
で
き
る
よ
う
＾
保
育
に
必
要
な
宗
材

か
「
に
由
年
」
（
“
¨
一
彙
熟
い
ざ
漱
蝙
れ
“
評
¨
螂
ガ

』
果

は
静
¨
料
山
ば
な
一
な

つ
．

０

　

，
育

課
建
　

　

　

　

一

ア
　

霙
青

課
程

は
　

各

民
吉

所

の
Ｆ
青

の
方

針
や

日

標

に
些

づ

き
　

第

二
章

子^
と
も

の
発
蕉
）

に

示

さ
れ

た
子
ど

も

の
力
達

過
程

を
踏

ま
え
．
前
章

保^

青

の
内

容

）

に

示

さ
れ

た
ね

ら

い
及
び

内
容

が
保

育
所

生
活

●
全
体

を
通

し
て
　

総

合
的

に
展
開
き

れ

る
よ

う
、

編

成

さ
れ

，
け

れ
ば

な

ら
な

い
。

イ
　
■
育

課

程
は

　

地
域

０
実
態

　

子
ど

も
ヽ
家
庭

の
状

況

　
保
青

時

間
な

ど

を
考
慮

し

　

子
と

も

の

育

ち
に
関

す

る
長

期
的

見
通

し

を
持

っ
て
適
”

に

編

成
さ

れ
な

け

れ
ば

な

ら
な

い
．

ウ
　
保
育
謀
菫

は
「

子
と

も

の
生
活

つ
連

続
性

や
発

滝

の
連
続

性

に
留

意
し
、

各
保

育
所

が
創

意

工
夫

し

て
保
育

て
き
‘

よ
う
　

編
成
き

れ

な
け

れ
ば

な

ら
な

い
．

●
　
指
導
計
画
　
　
　
　
　
　
　
　
　
）

ア
　
指
導
計
画
の
作
成

指
導
計
画
の
作
成
に
当

た
っ
て
は
　
次

の
事
項

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

０
　
保
育
課
程
に
基
づ
き
、
子
ど
も
の
生
活
●
尭

造
を
見
通
し
た
長
期
的
な
着
専
計
画
と
　
そ
れ

に
「
連
し
な
が
ら
、
よ
り
具
体
”
な
テ
ど
も

の

日
々
の
生
活
に
即
し
た
機
柳
的
な
指
諄
計
画
を

４
成
レ
て
、
保
市
が
道
切
に
展
開
さ
れ
る
よ
う

に
す
る
こ
と
。

０
　
一子
ど
も

一
人

一
人
の
発
遣
過
程
や
状
況
を
十

分
に
踏
ま
え
０
こ
と
．

●
　
保
育
所
の
生
活
に
お
け
る
子
ど
も
の
発

違
過

程
を
見
通
し
　
生
活
の
連
続
世
、
季
節

の
変
化

な
ど
を
■
蔵
レ
　
テ
を
も
０
集
態
に
即
し
た
具

●
６
●
た
ら

，
及
び
内
容
を
設
定
す
る
こ
と
。

”
　
具
体
的
な
ね
ら
い
が
達
成
さ
れ
る
よ
う
　
子

と
も
の
生

活
す
る
姿
や
発
類
を
大
切
に
し
て
適

切
な
東
●
を
結
成
し
　
子
と
も
が
主
体
的
ｔ
橘

動
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

イ
　
指
準
計
画
の
展
田

指
導

計

画
に
基

づ

く
．
保
育

の
実
施

に
当

た

っ
て

は
　

次

の
事

項
に

留
意

し
な
け

れ
ば

な

ら
な

い

い
　
施

設

長

　
屎
育

ュ
な
ど

，

べ
て

の
職

員

に

よ

る
適

切

な
役
割

分
担

Ｌ
協

力
体
制

を
奎

え

る

こ

と
．

０

　
子
ど

も

が
，

ラ
具
体

的

な
活
動

は
「

上

活

の

中

で
様

々
に
変

化
す

る

こ
と

に
留
意

し

て
、

子

と

も
が
望

ま

し

い
方
向

に
向

か

っ
て
自

ら
活

動

を

展

閾

て

き

る
よ

う

必

要

な

工

助

を

行

う

こ

一
こ

．

け
　
子
と
も

の
主
体
的

な
活
動

を
促
す
た
め
に

は
、
Ｒ
育
士
等
が
多
様
な
閲
わ
つ
を
持

つ
ｔ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
始
ま
え
　
子
ど
ヽ
の
情

結

の
安
定
や
え
達
に
必
要
な
豊
か
な
体
験
が
得

ら
れ
る
よ
う
援
助
す
る
こ
と
．

０
　
保
育
士
等
は
　
子
と
も
の
実
熊
や
子
■
も
を

取
り
巻
く
状
況
の
変
化
な
ど
に
即
し
て
■
育
０

こ
筐
を
記
録
す
る
と
と
も
に
　
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
、
指
導
計
画
に
基
づ
く
保
管
の
内
容
の
見
直

し
を
行
い
　
■
普
を
図
る
こ
と

日
　
指
導
計
画
Ｏ
ｒ
成
上
　
特
に
宮
煮

，

べ
き
事
項

指
苺
富
画
の
４
成
に
当
た

つ
て
は
、
第

二
章

子^

ど
も

の
発
達
）

前
章

保^
育

，
内
容
）
及
び

そ
の

燿
の
由
置
一す
る
章
に
未
さ
れ
た
一十
月
一を
嬌
ま
え
、
特

に
茨
の
事
・項
に
雷
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

ア
　
塾
達^
退
撃
に
応
し
た
保
育

０
　
一二
歳
茉
論
■
に

つ
い
■
は

　

一
人

一
人
の
テ

と
も
の
生
育
餞
、
心
身

０
発
達
　
ヽ
動

の
実
■

等
に
即
し
て
い
個
別
的
な
計
画
を
作
成
す
る
こ

と
，
　
　
　

一

「
望
浦
議
論
評
肝
鰐
躍
』

れ
る
よ
う
配
慮
す
る
ご
と
．

０
　
肇
年
齢
で
権
成
さ
れ
る
紐
や
グ
ル

，
プ
で
の

保
育
に
お
い
て
は
　

一
人

一
人
の
子
ど
も
の
生

活
や
経
験
、

をヽ
雇
過
程
な
と
を
把
〓
し
、
疸

，

な
援
助
や
環
境
結
成
が
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る

こ
と
．

イ
　
長
時
間
に
０
た
る
保
言

長
時
間
に
わ
た
る

，
育
に
つ
い
て
は
　
子
ど
も

の
発
ョ
過
程
　
生
活
０
リ
ズ
ム
及
び
ぶ
身
の
状
態

一鉤
眸
鰊
理
で

０

　

障
害

の
あ

る
子

ど

も

の
屎
青

に

つ
い
て
は

一
人

一
人

の
子
Ｌ

も

の
発
一蕉
過

程

や
障
害

の
よ

態

を
把

握

し
　

道

，

な

環
境

の
下

で
　

障

容

の

あ

る

子
ど

も

が
他

の

子
ど

も

と

の
■
一活

を

通
し

て
共

に
成

長

で
き

る
よ

う
、

指

導

計

画

の
中

に

位

置
付

け

る

こ
と
．

ま

た
　

子
ど

も

の
状

況

に

応
し
た
保
育
を
集
掟
す
る
観
点
か
ら
　
東
庭
ヽ

関
係
機
関
と
連
携
し
た
支
援
の
た
め
の
計
画
●

個
別
に
作

，
す
る
な
ど
道
切
な
対
応
を
回
る
こ

●

」

．

０
　
保
育
の
民
駆
に
当
た

っ
て
は
　
そ

の
子
ど
も

の
発
童

の
状
況
や
日
々
の
状
一
に
よ

っ
て
は

一
指
導
計
画
に
と
ら
わ
れ
ず
、
柔
軟
に
保
育
し
た

り
　
職
員

の
連
絡
体
前

の
中

で
個
別

の
間
わ
り

が
十
分
行
え
る
よ
う
に
す
る

こ
Ｌ
．

０
　
一杢
Ｌ
と

の
重
携

を
密
に
し
　
保
筆
者
と

の
わ

〓
理

，
を
図

，
な
が
ら
　
清
切
に
対
応
す
る
こ

と
。

い
　
０
円
機
関
と

の
準
携
を
図
り
　
必

■
に
ヽ
じ

て
助
言
管
を
得
る
こ
と
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０
　
身
近
な

五
Ｌ
た
と
の
関

わ
り
を
深
０
ら
Ｌ
Ｌ

も
に
　
異
年
齢

の
友
違
な
ど
　
様

々
な
友
達

と
闘
わ
り
　
思
い
や
り
や
親
し
み
を
持

つ
。

Ｏ
　
友
達
ど
楽
し
く
生
活
す
る
●
で
決
ま

，
の

大
切
き
に
気
付
き
　
守
ろ
う
と
す
る
．

⑫
　
共
同
の
遊
具
や
”
具
を
大
切
に
し
、
み
ん

な
で
便
う
「

０
　
高
齢
者
を
始
め
地
域
の
人
々
な
ど
自
分
の

生
活
に
関
係
０
深
い
い
ろ
い
ろ
な
人
―●
親
し

み
を
持

つ
　
　

　

　

一

０
　
外
国
人
な
ど
、
自
分
と
は
異
な
る
文
化
を

持

っ
た
人
に
親
し
み
を
持

つ
．

ウ
　
興
境

周
国

の
様
●
な
環
境

に
，

奇
心
や
探
求
心
を

，

つ
て
円
わ
り
、
そ
れ
ら
を
生
活
に
取
り
入
れ
て

い
こ
う
と
す
る
力
を
表
う
。

０
　
ね
ら
い

０
　
身
近
な
環
塩
に
規
し
み
　
日
然
と
触
れ
合

う
中
て

，
々
な
彗
ふ
に
興
味
や
関
心
を
持

つ
．

②

　
身
近

な

界
場

ｔ
指

，

か

ら

関
わ

り
　

発
見

を
第

し
ん
だ

り
　

考

え

た

り

し
　

そ
れ

を
生

活

に
取
り

入
れ

よ

う

と
す

る
．

０

　

身
近

な
事

物
〓

見

た

り

考

え
た
り

技

っ

た
り
す

る
中

で
　

物

の
性

質

や
質

量
、

文
字

な
ど

に
対

す

る
咸

党

を
９
一か
に
す

る
．

０

　

内
容

０

　
安

心

て

き

る

人

的

及
び

物

的

環

境

Ｏ

Ｔ

で
　
聞
く
　
見
る
、
触
れ
る
　
¨
り
ヽ
　
メ
ゎ

②

ヽ´
中
型
詢

赫

鶏

¨
］

難

崚

理
い

な
［

¨
ず

軒

わ

り
　

様

々
な
遊

び

を
薬

し

む
．

０

　

日
然

に
触

れ

て
生

活
し

、

そ

の
大

き

さ
、

美

し
き

　

不
黒
議

き
た

Ｌ

に
気
付

く
．

０

　

生
活

の
中

で
、

様

々
な

物

に
触

れ
、

そ

の

性

質

や
仕

組

み
に

興

味

や
関

心

を
持

つ
．

０
　

季

節

に
よ

り
自

然

や
人

間

の
生

活

に
変

化

の
あ

る
こ
と

に
気
付

く

０

　

自

然

な

ど

の
身

近

な

事

家

に

腱

心

を

持

ち

遊
び

や
生
だ

に
取

り

入

れ

よ

う
と
す

る
。

０

　
身

近

な
動
植

物

に
観

し

み

を
，

ち
　

い
た

わ

っ
た

り
　
大

切

に
し

た

り
　
″

崚

を
育

■

た
り
　

味

わ

う
な

と

し

て
、

生
命

の
‘

き

に

気

付

く
。

０

　

身

近
な
物

を
失

つ
に

す

る
．

０
　
身

近
な
物

●
遣

具

に
興
味

を
持

っ
て
開
わ

り
、

考

え

た
り

　
試

し
た

り

し

て

工
夫

し

て

遊

ぶ

０

　
日
常

生
活

の
中

で
数

量

や

図
形

な
ど

に
関

心
を
持
つ
．

０
　
日
常
生
活
の
中
で
簡
単
な
標
識
や
文
字
な

ど
に
関
心
を
持
つ
．
　

　

・

０
　
近
障
の
生
ｒ
に
興
味
や
関
心
■
持
ち
い
■

市
所
内
外
の
行

，
な
ど
に
書
ん
で
参
加
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

■
　
姜
皇
業
　
　
　
　
　
　
　
一

経
験

し
た

こ
と
や

考

え

た

こ
と

な
ど

を

自
分
な

り

の
言
葉

で
表
場

し
、

相

手

の
話
す

言
葉

を

問

こ

う
と
す

る
煮
従

●
態
度

を
育

て
、

言
葉

ｔ
対
す

る

を

覚

や
言
葉
で

表

現
す

る
力
を
差

ぅ
．

ぃ
ｏ

「
』

知

ら
気

持

ち
を

言
葉

一
表

，

す

る
楽
し

き

を
味
わ

う
．

②

の
経

¨
』
濃

一
赫
軸
蒙
ル

は

“
錮
菱
討

］
り

伝
え
合

う
害
び

を
味

わ

う
．

０

　

日
付
〓

活

ｔ
必

要
な

言
葉

が
分

か

る
よ

う

に
な

る
と
と

も

に
　

絵
オ

や
物
語

な
ど

に
親

し

み
、
保
育
士

等

や
友
達

と

心
を

通
わ

せ

る
．

０

　
内
容

０

　
■
育

士
等

の
応
答

的
な

的

わ
り

，
話

し

か

け
に
よ

り
　
迫

ら

，
塁
〓

で
使

お
う

と
す

る

②

　
保
育
士

寄

と

一
結

に
ご

つ
こ
遊

び

な
ど

な

す

る
中

で
　

青
一葉
の
ゃ

り

取

り
を
楽

し
む

０
　
保

育
士
等

●
友

ヽ

の
言
葉

や
話

に
興
味
や

口

心

を
持

ち

軒

し

み
を
持

っ
て
問

い
た
り

話

し
た

り
す

る
．

０
　
し

た

こ
Ｌ
、

見
た

こ
と

　

問
い
た

こ
と

味
わ

っ
た
こ
と
　

感
し

た

こ
と
　

考

え
た

こ

‘

を
自
分

た
り

に
言
葉

で
表

，
す

る

０
・　
し

た

い
こ
と
、

し

て
は
し

い
こ
と

を
言
一業

で
表

場

し

た
り
　

分

か
ら
な

い
こ
と

を
尋
ね

た
り

す

る
．

０

　
人

の
話

を
注

意

し

て
聞
き
　

相

手
に

分

か

る
よ

う
に
話

す
。

０

　
生
活

の
申

で
必

要

な
言
葉

が
分

か

り
　

使

う

．

０
　
割
し
み
を
持
っ
て
日
常
の
あ
い
ヽ
つ
■
す

ソ
ｐ

．

◎
　
を
活
の
中
で
言
葉
の
楽
し
さ
や
美
し
さ
に

ヽ
●
く
．

）

⑩

　

い
ろ

い
ろ
な
体

臓

を
■
し

て
イ

メ
ー

ジ

や

言
一栞
を

，
一か
に
す

る
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

Ｏ
　

絵

本

や

物

語

な

ぜ

に

親

し

み
　

興

味

を

持

っ
て
問

き

想
像

す

る
楽
ｔ

さ

を
味
わ

う
。

⑫

　
日
常

生

活

の
中

で
　

文

字

な
ど

で
伝

え

る

楽

し
さ

●
味

わ
う
．

オ
　
一表
滉

感
じ

た

こ
と

や
考
え

た

こ
と

を
自

分

な

り
に
ま

現
す
る
こ
と
を
通
し
て
　
豊
か
な
感
性
や
表

，
す

る
力
を
き
い
　
創
造
性
を
皇
か
に
す
る
．

０
　
ね
ら
一

０
　
い
ろ
い
う
な
物
の
美
し
さ
な
ど
に
対
す
る

豊
か
な
感
性
を
持

つ
．　
　
　
　
　
　

．

②
　
感
し
た
こ
と
ヽ
考
え
た
こ
と
を
自
分
な
り

に
表
現
し
て
楽
し
む
．

０
　
生
活

の
中

で
イ
メ
ー
ジ
を
宣

か
に
し

様
々
な
去
凛
を
楽
し
む
。

∽
　
内
容

０
　
水
　
砂
、

十
一　
れ
、
海
土
な
ど
様

々
な
素

材

に
触

れ

て
楽
し

む
。

②
　
■
育

士

讐
と

一
緒

に
歌

っ
上
り
　
手

遊
・び

を
し

た
リ

　

リ
ズ

●
に
合

わ

せ

て
体

を

動

か

し
た

り
し

て
遊

ぶ
．

０

　
生
活

の
中

で
様

々
な

音

　
■

　

形
　

手
触

，
　

動

き
、
床

香

り

な
ど

に
気
●

い
た

り
一

感

じ
た

り
し

て
案

し
む
．
　

　

　

　

　

¨

０
　
生

Ｉ

の
中

で
踪

々
な
け

ヽ
事

に
触

れ
　

イ

メ
ー
ジ

を
豊

か
に
す

る
。

２
　
保
市
の
実
施
上
の
配
慮
李

，

，
市
＋
■
は
、　
一
人

一
人
の
子
ど
も
の
λ
津
週
卍
や

そ
の
連
続
性
を
麿
ま
え
　
な
ら
い
や
内
容
を
柔
軟
に
取

り
載
う
と
と
も
に
、
特
ｔ
　
茨
の
事
項
に
配
慮
し
て

，

育
し
な
け
れ
は
な
ら
な
い
。

０
　
保
育
ｔ
関
わ
る
全
般
的
な
配
慮
事
項

ア
　
子
と
も
の
心
身
の
発
達
及
び
活
動
の
事
贖
な
ど

の
個
人
差
を
踏
ま
え
る
と
Ｌ
も
に
い　
一
人
一
人
の

子
ど
も
の
気
持
ち
を
受
け
止
”
、
援
助
す
る
こ
と
．

イ
　
子
と
も
の
健
康
は
　
生
理
的
、
身
体
的
な
育
ち

と
と
も
に
　
自
主
撻
や
社
会
悽
　
皇
か
な
感
性
の

青
ち
と
が
あ
い
ま
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
こ
と
に
留

意
す
る
こ
と
。

ウ
　
子
ど
す
が
自
ら
周
囲
に
働
き
か
０
　
試
行
錯
震

レ
つ
つ
自
分
の
力
で
行
う
活
動
を
見
守
り
な
が

ら
、
通

，
に

，
勁
す
る
こ
と
，

工
　
子
と
も
の
入
所
時
の
保
盲
に
当
た
っ
て
は
　
で

き
る
だ
け
個
別
的
に
ヽ
応
し
　
子
と
も
が
安
定
序

を
得
て
、
次
第
に
保
育
所
の
生
活
に
な
し
ん
で
い

く
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
　
既
に
入
所
し
て
い
る

●
ど
も
に
不
安
や
動
揺
ど
与
え
な
い
よ
う
配
慮
す

る
こ
と
¨

オ
　
一チ
ど
も
の
国
籍
や
文
化
の
豊
い
を
記
う
　
互
い

に
策
重ヽ
す
る
さ
を
育
て
る
よ
う
配
斎
す
る
こ
と

カ
　
テ
と
す
の
性
着
や
置
人
菫
に
も

，
意
し
つ
つ

ヒ
別
な
と
に
よ
る
固
定
的
な
意
識
を
植
え
付
け
る

こ
と
か
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
，

。ア一糊熙隋離榊“̈
蜘識が瀬“く　心身の機

能
の
未
熟
き
に
伴
う
疾
病
の
発
生
が
多
い
こ
と
か

ら
　
一
人
一
人
の
発
育
及
び
発
達
状
態
や
健
康
状

態
に
つ
い
て
の
道
切
な
判
断
に
姜
づ
く
保
■
的
な

対
応
を
行
う
こ
と
．

イ
　
一
人
一
人
の
子
と
ヽ
の
生
育
歴
の
鷺
い
に
留
意

し
つ
つ
　
航
求
を
適
切
に
満
た
し
　
特
定
の
保
管

士
が
応
答
的
に
関
わ
る
よ
う
に

，
め
る
こ
Ｌ
．

ウ
　
乳
児
保
育
に
関
わ
る
職
員
問
つ
も

，
や
嘔
託
は

ど
の
連
狩
を
図
り
、
第
五
章

ミ^
療
及
び
安
全
）

」一，動耕一一回̈
翻離は牢続脚融謝跡一̈

る
場
合
は
　
そ
の
専
疇
性
を
生
か
し
た
対
応
を
図

る

こ
と
．

一
　

，
護
者
と
の
信
頼
関
係
を
築
き
な
が
ら
保
市
を

進
め
る
と
と
も
に

保
駆
者
か
ら
の
相
談
に
応
し

■
襲
者
ヽ
の
支
■
に

，
う
て
い
く
こ
と

オ
　
担
当
の
保
育
士
が
善
わ
る
場
合
に
は
い
子
ど
も

の
そ
れ
ま
で
の
経
験
や
発
津
追
曖
に
留
意
し
、
職

員
間
で
協
力
し
て
対
応
す
る
こ
と
．

０
　
様
々
な
出
来
事
の
中
で
　
感
動
し
た
こ
と

を
伝
え
合
う
楽
し
き
を
味
わ
う
．　
¨

０
　
感
じ
た
こ
と
　
考
え
た
こ
と
な
ど
を
‘
〓
や

動
き
な
ど
で
表
滉
し
た
り
　
自
由
に
か
い
た

り
　
つ
く
っ
た
り
す
る

０
　
い
ろ
い
う
な
ネ
材
や
用
具
に
滉
し
み
　
Ｉ

夫
し
て
遊
ぶ
．

。”嗜か凛期諄一」「湊囃一社沖」「〔

床
わ
う
．　
　
　
　
　
　
一

０
　
か
い
た
り
　
つ
く
っ
た
り
す
る
こ
と
を
薬

レ
み
　
そ
れ
を
遊
び
に
使
っ
た

，
、
飾

，
た

リ
オ
る
．

⑩
　
自
分
の
イ
メ
ー
ン
を
動
き
や
言
葉
な
ど
で

表
，

し
た
り
　
漬
し
て
遊
ん
だ
り
す
る
業
し

さ
を
味
わ
う
。

ご
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●
　
一二
蔵
未
満
児
の
保
育
に
関
わ
る
配
慮
事
友

ア
　
特
に
感
染
症
に
か
か
り
や
す
い
時
期
で
あ
る
の

で
　
体
の
よ
菫
ヽ
機
嬌
　
食
欲
な
ど
の
日
常
の
状

熊
の
競
葉
を
十
分
に
行
う
と
と
も
に
、
適
切
な
莉

断
に
基
づ
く
に
掟
的
な
対
応
を
心
が
け
る
こ
と
。

イ
　
食
事
　
排
泄
　
犀
瞑
、
表
類
の
着
脱
　
身
の
回

り
を
”
豫
に
す
る
こ
と
な
ど
、
生
活
に
必
要
な
喜

本
的
な
習
慣
に
つ
い
て
は
、　
一
人
一
人
の
状
態
に

応
し
、
藩
ち
着
い
た
雰
口
気
の
中
で
行
う
よ
う
に

し
、
テ
と
も
が
自
分
で
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
を

導
菫
す
る
こ
と
．　
　
　
　
　
　
・　
　
　
　
一

ワ
　
探
索
情
勁
が
十
分
で
き
る
よ
う
に
　
事
故
”
上

に
努
め
な
が
ら
活
動
し
や
す
い
界
境
を
塾
え
一
全

身
を
使
う
遊
び
な
ど
様
々
な
遊
び
を
載
り
入
れ
る

こ

と

．

Ｉ
　
子
と
も
つ
自
裁
の
一●
ち
を
］星
寸
り
　
そ
の
気
持

ち
を
受
け
止
め
る
と
と
も
に
、
保
育
士
等
が
“
立

ち
と
な
っ
て
、
友
達
の
気
持
ち
や
友
達
と
の
目
わ

，
‐

，
方
を
丁
年
に
伝
え
て
い
く
こ
と
．

，れ
　
情
緒
つ
安
定
を
回
り
な
か
ら
　
子
ど
も
０
自
発

的
な
活
動
を
促
し
て
い
く
こ
と
マ
　
　
　
一

カ
　
担
当
の
保
肯
士
が
替
わ
る
場
合
に
は
　
子
ど
も

の
そ
れ
は
で
の
経
験
や
発
建
過
程
に
留
意
し
　
職

員
問
て
協
力
し
て
対
応
す
る
こ
と
．

０
　
一二
蔵
以
上
児
の
保
育
に
関
わ
る
配
慮
事
項

ア
　
生
活
に
必
要
な
基
本
的
な
習
慣
や
態
度
を
身
に

付
け
る
こ
と
の
大
切
き
を
理
解
ル
　
適
切
な
行
動

を
選
択
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
。

イ
　
子
ど

，
φ
竹
饉

が
安
定
し
　
ぼ
己
を
十
分
に
発

“
し
て
活
動
す
る
こ
と
を
通
し
て
　
や
り
遂
げ
る

喜
び
や
自
信
を
持

つ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
配
慮

す
る
こ
と
．

ウ
　
様

々
な
工
び
の
中
で
　
全
身
を
動
か
し
て
六
欲

的
に
活
動
す
る
こ
と
に
よ
り
、
体

の
菫

鋭
能
の
発

達
が
促
さ
れ
る
こ
と
に
留
意
し
、
子
ど
●

の
興
味

や
凩
心
が

Ｆ
外
に
も
向
く
よ
う
に
す
る
こ
と
¨

■
　
け
ん
か
な
ど
建
醸
を
経
螢
し
な
か
ら
次
第
に
お

手
の
気
持
ち
を
理
解
し
、

相
互
に
必
要
な
存
在
で

あ
る
こ
と
を
実
感
で
き

る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
．

オ
　
生
活
や
違
び
を
通
し
て
　
決
ま
り
が
あ
る
こ
と

の
大
切
さ
に
気
付
き
、
自
ら
判
断
し
て
行
動
で
き

る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
¨

力
　
自
然
と
の
触
れ
合
い
に
よ
り
、
子
と
も
の
書
一か

な
成
生
や
認
識
力
、
息
考
力
及
び
表
現
力
が
な
わ

れ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
自
然
と
の
関
わ
り
を
深
め

る
こ
Ｌ
が
で
き
る
よ
う
工
夫
す
る
こ
と
．

■う
よ

第
四

保
育
所
は
、

昼
を
達
成
す

程
」
を キ

　
饉
分
の
ケ

，
デ
や
経
験
を
自
分
な
り
の
言
葉
で

表
夕
す
る
こ
と
の
大
切
き
に
留
意
し
　
一子
と
も
の

話
し
か
け
に
応
じ
る
よ

つ
心
が
け
る
こ
と
。
ま
た

子
Ｌ
も
が

，
同
と
伝
え
合

っ
た
「
、
議
し
合
う
こ

と
の
楽
し
さ
が
味
わ
・え
る
よ
う
に
す
る
こ
と
．

ク
　
感
し
た
こ
と
や
思

っ
た
こ
と
　
想
像
し
た
こ
と

な
ど
を
、
様

々
な
方
法
で
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
て

泊
由
に
妻
易
で
き
る
よ
う
ヽ
保
育
に
必
要
な
宗
”

習

０

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

画

以^
下

一保
育
の
計
画
」
と

黒
育
の
質
の
拘
上
を
図
る
と
と
も
に
　
そ
の
社
会
的
責
任

』
果

は
静
〔
詢
山
ば
な
↓
な

い
．

０
　
保
育
課
理
　
　
　
　
一

ア
　
呆
育
課
程
は
　
各
保
吉
所

の
保
育
の
方
針
や
自

標
に
基
づ
き
　
第
二
章

子^
ど
も
の
発
菫
）
に
示

さ
れ
た
子
ど
も

の
発
達
過
程
を
踏
ま
え
、
前
章

■^

．
吉

の
内
容
）
に
示
さ
れ
た
た
ら
い
及
び
内
容
が
保

育
所
生
活
０
全
体
を
理
し
て
　
総
合
的
に
展
開
さ

れ
る
よ
う
、
編
成
さ
れ
な
０
れ
ば
な
ら
な
い
．

イ
　
保
市
課
程
は
　
地
域
０
実
態
　
子
ど
も
や
家
庭

の
状
況
　
保
育
時
日
な
ど
を
考
慮
し
　
子
と
も
の

育
ち
に
関
す
る
長
期
的
見
通
し
を
持

っ
て
適
切
に

編
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

ウ
　
黎
育
謀
程
は
ヽ
子
と
も
の
生
活
一
連
続
性
や
発

達
の
連
続
性
に
留
意
し
、
各
保
育
所
が
創
壼
工
夫

し
て
保
育
て
き
る
ょ
う
　
編
成
ぎ
れ
な
け
れ
は
な

ら
な
い
．

を
始
め
　
様
々
な
景
境
の
設
定
に
留
意
す

の
Ｒ
育
が

　

小
学
校

以
降

の
生

活

や
学

の
市

成

に

つ
た

が
●

こ
と

に
留

意
し

ふ
き

わ

し

い
生

活

を
通

し

て
　

創
造

的

や
主
体
的
な
生
活
態
度
な
と
の
祟
磋
を
堵

に
す
る
こ
と
．

保
育
の
計
画
ア
び
評
価

第

一
車

給^

則
）

に

示
さ
れ

た
保

育

の
目

徴
¨

菫
ｒ

罐
「

¨
鍵

替
勲

い
い

」

岬
輌
融

い

指
導
計
画
　
　
　
　
　
　
　
）

ア
　
着
導
計
画
の
Ｆ
成

指
導
計
画
の
作
成
に
当
た

っ
て
は
　
次
の
事
道
＾

に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
´

０
　
保
育
課
程
ビ
基
づ
き
、
子
ど
も
の
生
活
一
発

達
を
見
通
し
た
長
期
的
な
指
導
計
画
と
、
そ
れ

に
関
一理
し
な
が
ら
　
よ
り
早
体
的
な
子
ど
も

の

伸
”
¨
嗜
、
は
「
れ
」
嘩
］
動
は
辞
辞
〔
¨
た

に
す
る
こ
と
．

０
　
子
と
も

一
人

一
人
の
発
窪
過
程
や
状
説
を
十

分
に
踏
ま
え
る
こ
と
．

０

　
保
育

所

の
生

活

に

お
け

る
子
ど

も

の
発
達

過

程

を
見

通
し
　

生

活

の
連

続
笙

　

季
節

の
変

化

な
ど

を
考

意
し
、

子
と

も

０
実

態

に
即

し

た
具

体
的

な

わ
ら

い
及
び

内

容

を
設
定
す

る

こ
と

．

０

　
具
体

的
な

ね

ら

い
が
達

成
さ

れ

る
よ

う
　

子

ど
も

の
生

活
す

る
姿

ヽ
発
を

を
大

切

に
し

て
適

切
な
環

場

を
生

成
し

　

子
ど

も

が
主
体
的

に

活

動

で
き

る
よ

う
に
す

る

こ
と
．

イ
　
指
準
計

画

の
展
閥

指

導
計

画
に
基
づ

ぐ
凛

育

の
実
施

に

当

た

っ
て

は
、
次

の
事

項

に
留
意

し

な

け
れ
ば

な

ら
な

い
．

い
　
施

設

長
　

保
育
士

な

こ
■

べ
て

の
嶽

員

に

よ

る
道
切

な
●
割

分
世

と
協

力
体

制

を
笙

え

る

こ

と
，

０

　
子
ど

も
が
行

う
具
体

的

な
活

動

は
一

生

活

の

中

て
様

々
に
変
化

す

る
こ
Ｌ

に
留

意

し

て
　

テ

ど

も
が
望

ま

し

い
方

向

に
向

か

っ
て
自

ら

活
動

を

屁

間

で

き

る
よ

う

必

要

な

援

助

を

行

う

こ

一

こ

．

②
　
子
と
も

の
主
体
的
な
活
動
を
掟
す
た
め
に

は
　
■
市
士
等
が
多
転
な
関
わ
つ
を
持

つ
ｔ
と

が
重
要
で
あ
る
こ
と
を
路
ま
え
、
子
ど
も
の
情

緒
●
安
定
ヽ
発
達
に
必
要
な
豊
か
な
体
験
が
得

ら
れ
る
よ
う
援
助
す
る
ｔ
と
．

”
一　
保
育
士
等
は
　
子
と
も
の
実
態
や
子

，
も
を

取
り
巻
く
状
況
の
変
化
な
ど
ｔ
即
し
て

，
育
０

こ
日
を
記
録
す
る
と
と
も
に
　
こ
れ
ら
を
踏
ま

え
　
指
導
計
画
に
集
づ
く

，
育
の
内
容

の
見
直

し
を

，
い
　
改
善
を
図

る
こ
と
．

０
　
指
導
計
画
０
作
成
上
　
特
に
留
意
す
べ
き
事
項

指
導
尉
画
の
作
成
に
当
た
つ
て
は
、
第
二
章

子^

と
も
の
発
差
）

前
〓

（標
育
の
内
容
）
及
び
そ
の

他
の
内
連
す
る
章
に
ボ
さ
れ
た
事
項
を
踏
よ
え
、
特

に
茨
の
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

ア
　
発
注
退
層
に
応
し
た

，
育

い
　
一量
肇
不
満

，
に
つ
い
て
遺
　
一
人
一
人
の
子

と
も
の
生
育
歴
　
心
身
０
発
達
、
活
動
の
実
態

等
に
即
し
て
い
個
別
的
な
計
画
を
作
成
す
る
こ

ど
。
　
　
　
・

「ｉ」哺級」い」”̈
魔」」鰤渤嚇減にざ

れ
る
よ
う
配
慮
す
る
ご
と
．

０
　
某
年
齢
で
に
成
‘
れ
る
肛
や
グ
ル
ー
プ
で
の

繰
育
に
お
い
て
は
　
一
人
一人
の
子
と
も
の
生

活
や
経
験
　
発
達
追
窪
な
ど
を
把
握
し
、
造
切

な
援
助
や
環
境
構
成
が
で
き
る
よ
う
配
慮
す
る

こ
Ｌ
。

イ
　
長
時
け

に
，

た
る
凛
訂

長
時
間
に
わ
た
る
保
育
に

，
い
て
は
　
子
ど
も

の
発
一こ
過
程
　
生
活
０
リ
ズ
ム
及
び
ぶ
身
●
状
態

犠褥
赫辞
蒔
報壕
八

０

　

障

害

０
ぁ

る

子

ど
も

の
保
青

Ｌ

つ
い

て
は
、

一
人

一
人

の
子
と

も

の
発
肇
過

程

や
障
害

の
状

態

を

把

握

し
　

適

，

な
環
気

の
下

で
　

障
害

の

あ
る

子
と

も

が
他

の
子
と

も
と

の
生

活
を

通
し

て
共
に

成

長

で
き

る
よ
う
　

お
導

計

画

の
中

に

位

置
付

け

る

こ
と
，

ま
た
、

子
ど

も

の
よ

況

に

応

し

た

保

育

を
葉

施

す

る
観

点

か
ら
「
家

庭

や

関

係
機

円
と

連

携

し

た
支
援

の
た

め

の
計

画
を

個

肌

に
作

成

す

る
な
ど

適

つ
な
対

応

を

図

る

こ

と

０

　

保
育

の
屁

田
に

当

た

っ
て
は
　

そ

の
子
ど

も

の
発
達

の
状

況

や

日

´

の
状

態

に
よ

っ
て
は

一

指

導

計

画

に

と

ら
わ

れ
ず

　

柔
軟

に
保
市

し

た

り
　

職

員

の
連
携

体

制

の
中

で
個

別

の
関

わ
り

が
十

分

行

え

る
よ

う

に
す
る

こ
と
．

０

　

家
庭

と

の
連

携

を
密

に
し
　

保

工
者

と

の
相

互

理
露

を

図

，
な

が
ら
　

適
切

に

対
応

す

る

こ

と
。

¨

い
　

専

門

機

関

と

の
連

携

を
図

り
、

必

要

に
応
じ

て
助

言
等

を

得

る

こ
と
．
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小
学

，
と
の
こ
撻
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

い
　
子
ど
も
の
生
活
や
発
達
の
連
続
性
を
躇
ま

え
、
夕
吉
の
内
容
の
工
夫
を
図
る
と
と
も
に

読
学
に
向
け
て
、
保
肯
所
の
子
と
も
と
小
学
校

の
児
壼
と
の
交
流
、
琥
員
同
士
の
交
流
　
情
報

共
有
や
相
互
理
解
な
ど
小
学
校
と
の
積
０
的
な

菖
携
を
図
る
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
．

０
　
子
ど
も
に
”
す
る
情
報
共
有
に
関
し
て
　

，

市
所
に
入
所
し
て
い
る
子
ど
も
の
就
学
に
諄

し
　
市
町
村
の
支
援
の
下
に
、
子
と
も
の
青
ち

を
支
え
る
た
め
の
資
料
が
保
育
所
か
ら
小
学
校

へ
送
付
さ
れ
る
よ
う
に
す
る
こ
と
．

オ
　
家
露
及
び
地

，
社
会
と
の
連
携

子
と
も
の
生
活
の
連
続
性
を
質
ま
え
、
家
庭
及

び
地
域
社
会
と
連
携
し
て
保
育
が
展
躙
さ
れ
る
よ

う
配
慮
す
る
こ
Ｌ
。
そ
の
陳
、
ま
底
や
地
な
の
観

関
及
び
団
体
の
協
力
を
得
て
、
地
域
の
自
然
　
人

●
　
行
事

施
設
等
の
資
一源
を
積
極
的
に
活
用
し
、

豊
か
な
生
活
体
験
を
始
ゆ
保
書
内
容
の
充
案
が
図

ら
れ
る
よ
う
配
篠
す
る
こ
と
．

２
　
保
管
の
内
容
等
の
自
己
評
価

●
　
保
育
■
等
の
自
己
評
価

ア
　
保
育
士
等
は
、
保
市
の
計
画
や
保
市
の
屁
量
を

通
し
て
　
自
ヽ
の
保
盲
実
験
を
振
り
返
り
　
自
己

評
価
す
る
こ
と
を
通
し
て
、
そ
の
専
門
Ｌ
の
向
上

や
，

言
案
略
の
改
善
に
努
０
な
け
れ
ば
な
ら
な

セヽ

´
イ
　
保
育
士
等
に
よ
る
日
己
評
僣
ｔ
当
た
っ
て
は

次
の
事
項
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

い
　
子
と
も
の
活
動
内
容
や
そ
の
結
果
だ
け
で
な

く
　
子
ど
も
の
心
の
市
ち
や
意
欲
、
取
り
組
む

過
程
な
と
に
十
分
配
慮
す
る
こ
と
．

●
　
自
ら
の
保
育
実
餞
の
振
り
返
り
や
硫
員
相
互

の
お
し
合
い
尊
を
通
し
て
　
専
門
性
の
向
上
及

び
〓
育
の
質
の
向
上
の
た
め
の
課
題
を
明
摯
に

す
る
と
と
も
に
、
保
市
所
全
体
の
保
育
０
内
容

に
関
す
る
蕗
織
を
深
ゆ
る
こ
と
．

い
　
民
ｔ
所
の
自
己
評
価

ア
　
颯
育
所
は
　
保
吉
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
、

保
育
の
計
画
の
展
関
や
保
書
■
等
の
自
己
熙
価
を

確
ま
え
、
当
議
魚
育
所
の
保
書
の
内
容
野
に
つ
い

て
　
自
ら
評
価
を
行
い
、
ｔ
の
金
果
を
公
整̈
，
る

よ
う
努
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

イ
　
保
書
所
の
自
己
諄
価
を
行
う
に
当
た
っ
て
は

次
の
事
項
に
留
菫
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

”
　
地
域
の
実
情
や
保
育
所
の
実
態
に
即
し
て
、

適
切
に
屁
価
の
観
点
や
項
目
尋
を
観
定
し
、
奎

職
員
に
よ
る
共
通
理
解
を
持

つ
て
取
り
組
む
と

と
も
に
　
評
価

の
結
果
を
踏
ま
え
　
当
ラ
蹂
青

所
の
保
育

の
内
ぶ
等
の
よ
薔
を
図
る
こ
と
．

０
　
児
童
極
祉
施
餃
最
低
薔

，
第
二
十
六
条
の
趣

旨
を
格
ま
え
、
保
育

の
内
容
等
の
評
佼
に
関
ι

保
護
者
及
び
地
域
住
民
等
の
意
見
を
穂
く
こ
と

が
望
ま
し

い
こ
と
，

第
五
章
　
健
康
及
び
安
全

子
ど
も
の
健
康
及
び
安
全
は
、
子
と
も
の
生
命

の
保
持

と
腱
や
か
な
生
活
の
基
本
で
あ
り

保
商
所
に
お
い
て
は

一
人

一
人
の
子
ど
も
の
健
康
の
Ｆ

，
■
び
増
進
並
び
に
よ

全

の
確

，
と
と
も
に
　
保
吉
所
の
子
と
も
葉
団
全
体
の
健

康
及
び
安
全
０
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な
う
な
い
。
工ヽ
た

子
ど
も
が
　
自
ら
の
体
や
健
康
に
関
心
を
持
ち
　
心
身

の

機
掟
を
高
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
　
こ
の
た
め
、

保
育
所
は
　
第

一
亭

総^
則
〉
、
第
二
章

保^
育
の
内
０

等

の
関
連
す
る
事
項
に
留
意
し
、
次
に
示
す
事
項
を
踏
ま

え
　
標
育
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
．

１
　
子
ど
も
の
健
康
支
援

い
　
子
ど
も
の
健
康
状
態
韮
び
に
発
吉
及
び
発
達
状
態

の
把
握

ア
　
子
と
も
の
心
身
の
状
態
に
応
し
て
保
育
す
る
た

め
に
、
子
と
も
の
健
康
状
館
並
び
に
発
す
及
び
発

達
状
態
に

つ
い
て
　
定
期
的
．
績
続
的
に
、
ま
た

必
要
に
応
し
て
随
時
´
杞
姜
す
る
こ
と
．

イ
　

■
機
書

か
ら

の
俯
颯

と

と
も

に
、

塁
所

時

及
び

ユ
育
■

を
通

し

て
子
と

も

の
状

態

を
観
察

し
、

何

ら

か

の
疾

病

が
疑

わ
れ

る
ボ
態

や
傷
害

が
認
め

ら

れ

た
場
合

に
は

保

霰
者

に
連

絡
す

る
と

と

も

に

嘱

粍
区

と
相
談

す

る
な

ど
適

切
な
対
ぶ

を
図

る

こ

と
，

ク
　

子
と

●

の
心
身

の
よ
態

誓
を
前
察

し
、

不
適

切

な
養
書

の
兆

候

が

見
ら

れ

る
場
合

に
は
　

市

町
村

や
関
係

続

閾
Ｌ

連
携

し
、

児
童
福
社

法

第

二
十

五

条

の

二
第

一
項

に
規

定
す

る
要
保
護

児
童

対

策
地

鍼
協

饉

会

以^

下

『
要
保
種
児
童

対
策

地

域
協

議

＾
こ

と

い
う
。
）
で
検

討
す

る
な
ど
適

切

な
対

応

を

図

る

こ
と
。

ま
ヽ

膚
●

が
疑

わ
れ

る
場
合

に
は

速

や
か
に
市

町

●

又
は

児
童
相
談

所

に
適

告
し

適
切

な

対
応

を

図

る

こ
と
．

］
　

腱

薦
増

進

ア
　

一す
と

も

の
錠

療

に

関

す

る
保

籠

計

画

を

作

成

し
　

全
魏

員

が

そ

の
ね
ら

い
や
内
容

を

明
植

に
し

な

が
ら
、
　
一
人

一
人

の
子
と
も

の
健
康

の
保
持

及

び

増

進

に
努

め

て

―′、
く

こ
と
．

イ
　

テ
と
も

の
心
身

の
健
康

状
嫁

や
疾

清

等

の
把

握

の
た

め
に
、

颯

κ

区
●
に
よ

り
定

”
”

に

優
蓋

診

断

を
行

い
、

そ

の
結
果
を
記
録

し
、

保
青

に
活

用

す

る
と

と
も

に
　

保
護
者

に
連

絡
し
　

保
護

者

，

子

ど
も

の
状

態

を

璽
彙
し
　

日
常
生

活

に
活

用

で

き

る
よ

う

に
す

る

こ
と
．

け

　
疾

病
等

へ
の
対
応

ア
　

保
育
中

に
体

隔
不
良

一
傷

，

が
発
生
し

た

場

合

に

は
　

そ

の
子
を
も

●
択

饉
等

に
応

し

て
、

裸

短

苦

に
連
絡

す

る
と
と
も
に
、

適
宣
い

嘱
託

医

や
子

と
も
の
か
か
り
つ
け
に
等
と

，
談
し
、
適
切
な
姓

置
を
■

，
こ
と
．
■
限
師
件
が
配
に
さ
れ
て
い
る

場
合
に
は
　
そ
の
専
門
性
を
生
か
し
た
対
応
を
図

一
一

こ

一

一

．

イ

　

感

染

症

や

そ

の
地

の
た

清

の
発

生

予

防

に

舞

０

　

そ

の
発
生

や
疑

い
が
あ

る
場
合

に
は

　

必

要

に

応
し

て
颯

託

区
　
市

町
●

、

保
健

所

姜

に
連

絡

し

、

そ

の
指

示
に
従
う
と
と

も

に
、

保

踵
者

や
全

臨

■
に
連

絡
し
　

協
力

を
求

め

る
こ
と
、

ま

た

感

染
症

に

関
す

る
保
育
所

の
対
応
方

法

等

に

つ
い

て
、
あ

ら

か
し

め
目
係
鑑

閂

の
協
力

を
得

て

お
く

こ
と
．
看
薇
師

筆

が
配
置
さ

れ

て

い
る
場
冶

ｔ
■
．

そ

の
専

門
性

を
生

か
し
た
対

応

を
図

る

こ
と
．

ウ

　

子
と

も

の
疾

病
等

の
事

態

に
備

え
　

区
務

菫
一等

の
環
境

を
整

え
　

救
を

用

０
茎

出
　
材
料
督

を
特

備

し
、
適

り
な
管

理
の
下

に
全

職
員

が
対

応

で
き

る
よ
う

に
し

て
お

く
こ
と
．

夕
環』認
型
一解

難

箕
ｘ
忌
一

の
環
境
を
常
に
適
切
な
状
態
に

，
持
す
る
と
と
も

に
、
施
配
内
外
の
投
“
、
月
栞
等
の
市
生
管

理
に

努
ゆ
る
こ
と
．

イ
　
子
ど
も
及
び
織
員
が
、
手
洗

い
等
に
よ
り
清
潔

を
保
つ
よ
う
に
す
る
と
と
も
に
　
施
設
内
外

の
保

撻
的
環
境
の
経
持
及
び
向
上
に

，
め
る
こ
Ｌ
。

日
　
事
故
防
止
及
び
安
全
対
策

ア
　
屎
育
中
の
事
故
防
止
の
た
め
に
　
子
ど
も

の
心

な

の
よ
態
苺
を
躇
ま
え
つ
つ
　
保
書
所
内
外

の
安

全
点
検
に

，
０
、
安
全
対
票
０
た
め
に
職
員

の
共

通
理
解
や
体
制
作
り
を
図
る
と
と
と
も
に
、

家
庭

や
地
域
の
議
機
関
●
ｎ
力
の
下
に
安
全
指
率
を
行

つヽ
こ
と
．

ソ

イ
　
災
害
や
事
故
の
発
生
に
備
え
　
危
険
箇
所
の
点

検
ヽ
避
臓
釧
隷
を
奥
施
す
る
こ
Ｌ
も
に
、
外
部
か

ら
の
不
審
著
等
の
優
入
防
上
の
た
め
の
措
置
や
副

練
な
ど
不
測
の
事
殖
に
備
え
て
必
要
な
対
応
を
図

る
こ
と
。
ま
た
　
子
と
も
の
精
神
凛
健
面
に
お
け

る
対
ム
に
留
意
す
る
こ
と
．

食
育
の
推
進

保
育
所
に
お
け
る
食
育
は
、
健
康
な
生
活
●
基
本
と

し
て
の

「食
を
営
む
力
」
の
育
成
に
向
け
、
そ
の
書
確

を
培
う
こ
と
を
目
猥
と
し
て
一
人
の
平
■
に
Ｒ
漱
し
て

実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

●
　
子
ど
も
が
生
活
と
遊
び
の
中
で
、
意
欲
を
持

っ
て

食
に
関
わ
る
体
験
を
積
み
重
ね
、
食
べ
る
こ
と
を
楽

し
ら
、
食
事
を
楽
し
み
合
う
子
ど
も
に
成
長
し
て
い

く
こ
と
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
．

０
　
乳
幼
児
期
に
ふ
さ
わ
し
い
食
生
活
が
展
開
さ
れ

洒
切
な
曖
助
が
々
わ
れ
る
よ
う
　
Ａ
事
０
掟
供
を
含

む
食
育
の
計
画
を
４
成
し
　
保
育
つ
計
画
に
位
置
付

け
る
と
と
も
に
、
そ
の
評
価
及
び
“
書
に
勢
め
る
こ

一
こ

．

０
　
子
と
も
が
自
ら
の
感
覚
や
体
験
を
置
し
て
　
自
然

の
意
み
と
し
て
の
食
材
や
需
理
す
る
人
へ
の
感
謝
の

様喘弔「鯖〕摯”一年けにい凛曲粋鰤彙̈
酬

壼
す
る
こ
と
．

綺
　
体
輌
不
良
　
食
吻
ア
レ
ル
ギ
ー
　
障
害
の
あ
る
子

と
も
な
ど
　
一
人

一
人
の
子
ど
ヽ
の
心
身
の
状
態
等

に
ヽ
し
　
颯
託
に
、
か
か
り
つ
け
ほ
等
の
指
示
や
協

力
の
下
ヽ
道

，
に
対
応
す
る
こ
と
ヽ
茉
姜
士
が
配
置

さ
れ
て
い
る
得
合
は
、
専
円
性
を
生
か
し
た
対
応
を

図
る
こ
Ｌ
．

４
・　
健
康
及
び
安
全
の
実
施
体
”
等

施
設
長
は
、
入
所
す
る
子
ど
も
の
健
康
及
び
安
全
に

最
終
的
な
責
任
を
有
す
る
こ
と
に
か
ん
が
ら
、
こ
の
章

の
１
か
ら
３
ま
で
に
規
定
す
る
事
項
が
保
奮
所
に
お
い

て
適
切
に
実
施
さ
れ
る
よ
う
に

次
の
事
項
に
留
意
し

儡
育
所
に
お
け
る
健
康
及
び
安
全
の
実
施
体
村
等
の
整

備
に
”
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

０
　
全
職
員
が
健
康
及
び
安
全
に
関
す
る
共
通
理
解
を

深
め
　
適
切
な
分
菫
と
協
力
の
下
に
年
同
を
通
し
て

計
画
的
に
取
り
組
む
こ
と
．

い
　
取
締
の
方
針
０
具
体
的
な
活
動
の
企
画
立
黎
及
び

保
吉
所
内
外
の
連
絡
調
整
の
業
務
に
つ
い
て
　

，
門

的
腱
員
が
恒
当
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
こ
と
。
栄
姜

士
及
び
看
腱
師
苺
が
配
壼
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は

そ
の
専
門
性
を
生
か
し
て
葉
筋
に
当
た
る
こ
と
．
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●
　
■
〓
者
と
常
に
密
接
な
連
携
を
図
る
と
Ｌ
も
に

保
育
所
全
体
の
方
針
や
取
紅
に
つ
い
て
　
周
知
す

る

よ
う
努
０
る
こ
と
，

日
の
』
訓
醐
ゎ
最
躍
¨
蒔
嗽
一
］
勲
¨
鰈
瑯
潮
制
準
裁

る
よ
う
努
め
る
こ

・と
．

第
ユ全
阜
　
保
護
者
に
対
す
る
支
援

保
育
所
に
お
け
る
保
菫
者

へ
の
支
援
は
、
Ｒ
育
士
等
の

業
務
で
あ
り

，
そ
の
専
用
性
を
生
か
し
た
テ
育
て
支
援
の

役
割
は
　
特
に
重
要
な
も
の
で
あ
る
．
保
市
所
は
、
第

一

〓

（総
則
）
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
特
性
を
生

か
し
　
保
育
所
に
入
所
す
る
子
と
も
の
保
護
者
に
対
す
る

支
援
及
び
妊
域

の
子
育
て
家
庭

へ
の
支
援
に
つ
い
て
　
職

真
間
の
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
次

の
事
項
に
留
意
し
て

和
場
的
に
簗
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
る

．
・

〓
市
断
」
い
諦
静
婢
鵡
産

凍
『
鰺
』
豪
識
¨
』
¨
ぼ

祉
を
壺
視
す
る
こ
と
。

い
　
保
護
者
と
と
も
に
　
子
ど
も
の
成
長
の
一〓
び
を
共

有
す
る
こ
と
．

０
　
年
育
に
関
す
る
知
識
や
技
術
な
ど
の
保
育
士

の
専

ロ
ー■
や
　
子
ど
も
の
集
団
が
常
に
行
‘
す
＾
票
●

な

ど
　
保
吉
所
の
特
〓
を
生
か
す
ｔ
と
．

口
と
保．
諷
一
は
ゎ
課
中
齢
¨
障
嘲
産
醸
」
一
一
時
羹
』

の
養
育
力
の
向
上
に
賛
す
る
よ
う
、
〓
切
に
支
建
す

る
こ
と
，

”
　
一ｆ
育

て
牛
に
震
す

る
和
談
゛
助
言
に
当
た

っ
て

は
　
ス
誨
書
の
気
待
ち
を
受
け
上
０
、
相
互
の
信
薇

関
係
を
基
本
に
　
保
霊
者

一
人

一
人
の
自
己
袂
た
を

尊
重
す
る
こ
Ｌ
．

ぃ
」
議
）
¨
¨
『
味
九
戒
れ
摯
か
枷
¨
は
諄
¨
鰊
」
は

た
事
れ

の
秘
密
保
持
に
留
意
す
る
こ
と
．

０
　
地

，
の
子
育
て
寺
雀
仮
に
関
す
る
贅
置
を
な
極
的
に

活
用
す
る
と
と
も
に
　
子
育
て
支
還
に
関
す
る
地
域

の
関
係
株
即
、
団
体
等
と
の
連
携
及
び
協
力
を
図
る

こ
と
．

２
　
保
育
所
ｔ
入
所
し
て
い
う
子
と
も
の
保
護
者
ｔ
ヽ
す

る
支
援
　
　
　
一　
　
　
　
　
　
　
　
　
¨

い
　
保
育
所
に
入
所
し
て
い
る
子
と
も
０
保
証
者
に
対

す
る
支
艦
は
、

子
と
も
の
保
す
と
の
特
を
よ
な
関
連

の

中
て
　

，
と
も

の
送
迎
時

の
対
応
、
相
談
や
助
一員

違
確
や
通
信
　
会
合
や
●
事
な
と
龍
々
な
機
会
を
活

用
し
て
行
う
こ
と
´

０
　

，
護
者
に

，
　
）
晨
育
所
に
お

，
る
予
と
も
の
構

一■
や
日
々
つ

，
市

の
意
図
か
ど
を
誠
曖
し
　

，
ま
す

と

の
相
互
理
解
を
図
る
よ
う
努
め
る
こ
と
．

は
　
桑
育
所
に
お
い
て
、
保
ｉ
吉
つ
仕
事
と
テ
育
て
の

両
立
等
を
支
援
す
る
た
め

通
■
の
保
育
に
加
え
て

保
育
時
Ｈ
の
延
長
　
休
日
　
夜
世
の
■
育
、
病
児

¨

病
後
児
に
対
す
る
保
育
な
ど
多
蔵
な
保
育
を
実
施
す

る
場
合
に
は
　
暴
護
者

の
ｔ
況
に
配
慮
す
る
と
と
も

に
い
子
ど
も

の
福
祉
が
専
重
さ
れ
る
よ
う
努
め
る
こ

と
．

０
　
子
と
も
に
厚
富
や
発
達
卜
の
課
遷
が
見
ら
れ

る
埠

合
に
は
い
市
町
村
●
関
係
概
即
と
連
携
及
び
協
力
を

図
り

つ
つ
、
夕
護
者
に
対
す
る
摘

別
の
支
援
を
Ｆ
う

よ
う
努
め
る
こ
と
．

０
　
保
護
者
に
育
児
不
安
等
が
見
ら
れ
る
場
合
に
は

保
歳
者
の
希
望
に
応
し
て
伺
刊
の
支
慣
を
行
う
よ
う

努
め
る
こ
と
。

●
　
保
護
者
に
不
適
切
捻
養
育
等
が
疑
ゎ
れ
る
場
合
に

は
　
市

，
村

，
関
係
機
関
と
違
換
し
　
要
揉
薔
児
童

対
策
地
域
協
議
会
で
横
ヽ
す

る
な
ど
道
切
な
対
応
を

図
る
こ
と
。
ま
た
　
虐
待
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は

速
や
か
に
市
町
村
又
は
児
責
相
談
所
に
溝
省
し
、
適

３

一ｍ
呻
嘲
赫
¨
『
¨
】
一
〓

Ｆ

い
　
保
育
所
は
　
児
一彗
福
祉
法
第
崚
十
八
条
の
二
の
規

定
に
基
づ
き
　
そ
の
行
う
保
育
に
支
障
が
な
ゝ
限
り

，に
お
い
て
一
■
域
の
実
情
や
当
咳
〓
育
所
の
体
制
等

を
踏
ま
え
　
次
に
掲
げ
る
よ
う
な
地
域
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日藤コ

雇児保発第0328001号

平成 20年 3月 28日

都道府県知事

指定都市市長

中核 市 市 長

厚生労働省雇用均等 児童家庭局保育課長

保育所保育指針の施行に際 しての留意事項について

平成 21年 4月 1日 より保育所保育指針 (平成 20年厚生労働省告示第 141号 )力 施ゞ

行されるが、旅行に際 しての留意事項は、「保育所保育指針等の施行等についてJ(本 日

= 付け雇児発第0328001号厚生労働省雇用均等 児童家庭局長通知)に より通知 した事項の

lTか、下記の とお りであるので、十分御了知の上、貴管内の関係者に対 して遅滞なく周知

し、その運用に遺漏のないよう御配慮願いたい。

なお、本通知は、地方 自治法 (昭和 22年法律第 67号)第 245条 の 4第 1項の規定

に基づ く技術的助言である。

記

第 1 保育所保育指多十の保育現場等への周知関係

保育所保育指

`十

の趣 旨 ‐内容が、市町村の担当者や各保育所など保育の関係者に十

分理解 され、同指針が保育現場における実践に 日常的に活用 されるよう 施行 される

までの間に、保育所の職員を対象 とした研修の充実や市町村等の担当者に対する十分

な周知等が必要であること.

また、保育所のみならず、家庭的保育事業や認可外保育施設などの保育現場におい

ても、各々の状況に応 じて同指針を参考 として児童の処遇が行われるよう、関係者ヘ

ン    の周知を図るとともに、子育て中の保護者にも理解されるものとなるよう、広 く社会
への伝達及び普及を図ること。

第 2 保育所保育指金れこ関する指導監査 F-3係

保育所保育指針が、児童福祉施設最低基準の一部を改正する省令 (平成 20年厚生

労働省令第 57号)による改正後の児童福約L施設最低基準 (昭和 23年厚生省令第

63号)第 35条に基づく告示 となることに伴い、児童福祉法 (昭和 22年法律第

164号 )第 46条第 1項に基づき都道府県等が行 う児童福祉施設最低基準に関する

指導監査の一環 として、同指針の遵守状況に関する指導監査を行 うこととなること。

ただ し、保育の質を向上 させるための各保育所における創意工夫や取細を促す こと

が重要であることから、告示化によりすべての保育所が遵守すべき最低基準 として位

置付けられることに伴い、従来の保育所保育指針 (r保育所保育指針についてJ(平
成 11年 10月 29日 児発第799号厚生省児童家庭局長iEl知)の兄1添として定めた保

育所保育指針をい う。)から内容の大綱化を図つたものであること。

したがつて、各都道府県等における 「児童福祉行政指導監査の実施についてJ(平



成 12年 4月 25日厚生省児童家庭局長通知)に基づく保育所の指導監査について

は、保育所保育指針において、具体的に義務や努力義務が課せ られている事項を中心

に、子 どもの発達に応 じた適切な保育が行われているかどうか、また、そのための適

切な運営が行われているかどうかについて、各保育所の11意工夫や取組を尊重 しつ

つて実施すること。

なお、その際には、他の事項に関する指導監査とは異なり、取組の結果のみに着目

するのではなく、取組の過程 (保育実践及びその振 り返 り、自己評価の取組等)につ

いても尊重する必要があることに留意すること。
また、保育所保育指針の参考資料として取 りまとめた 「保育所保育指針解説書」に

ついては、法的拘束力を有するものではなく、指導監査の際に、同解説書に基づ く指

導等を行 うことのないよう留意すること。

第 3 保育所児童保育要録 lxl係

第 4章の 1の (3)の工 (小学校 との連携)において、保育所に入所 している子ど

もの就学に際し、市町村の支援の下に、子どもの育ちを支えるための資料が保育所か

ら就学先となる小学校へ送付されるようにすることとされたが、当該資料に関する様

式、取扱い等については以下のとお りであること。

1 資料の様式等について

各市町村において、当該子どもの育ちを支えるための資料の様式を作成 し、管内の

保育所に配布すること。

様式について,■ 、「保育所児童保育要録Jと して男1添 1の とお り参考例を示すた

め、
/Fi市町村において、これを参考 として地域の実情等を踏まえ、創意工夫の下、様

式を作成すること。

2 保育所児童保育要録の作成、送付等について

子どもの育ちを支えるための資料 (以下 「保育所児童保育要録」という。)の作

成t送付、保存等については、以下の取扱いに留意すること。

また、各市町村1こおいては、保育所児li保育要録が小学校に送付されることについ

て市町村教育委員会にあらか じめ周知を行 うなど、市町村教育委員会との連携を図る

こと。

(1)施設長の責任の下、担当の保育士が記入すること。

(2)作成 した保青所児童保育要録については、その写 しを児童の就学先となる小学校

の校長に送付すること。

(3)保育所は、作成 した保育所児童保育要録の原本について、保育所児童保育要録の

趣旨にかんがみ、当該児童が小学校を卒業するまでの問保存することが望ましいこ

と。

3 個人情報保護の観点からの留意事項について

保育所児童保育要録は、児童σ氏名、生年月日等の個人情報を含むものであるた

め、llE人情報の保護に関する法律 (判成 15年法律第 57号)等を踏まえて適切に個

人情報を取り扱 うこと。
なお、個人情報の保護に関する法令上の取扱いは以下の(1)及び(2)の とお りである

が、個人情報の利用目的の明確化の観点から、あらかじめ、保護者に対 して、個人情

報を含む保育所児童保育要録の趣旨及びその内容とともに、保育所児童保育要録が就

学先の小学校に送付 されることを周知 しておくことが望ましいこと。

▼



(1)公立保育所については、各市町村が定める個人情報保護条例に準拠 した取扱いと

すること。

(2)私立保育所については、当該保育所が個人情報の保護に関する法律第 2条第 3項
に規定する個人情報取扱事業者に該当する場合については、原則 として個人情報を

第二者に提供する際には本人の同意が必要となるが、保育所児童保育要録について

は、例外的に同意が不要となる場合を定めた同法第 23条第 1項第 1号 (法令に基
づく場合)に該当するため、第二者提供について本人 (保護者)の同意は不要であ

ること。

4 小学校との連携について

保育所保育指針において、保育所児童保育要録の小学校への送付が定められるとと

もに、今般改正された「小学校学習指導要領J(平成 20年文部科学省告示第 27
号)01添 2)においても、小学校と保育所との連携が新たに盛 り込まれたところで

ある。

これらを踏まえ、保育所、幼稚園及び小学校の連絡協議会の設置等により交流の機

会が設けられ、相互理解が深められることが期待されるが、各市町村においても、市

町村教育委員会をはじめとする関係部局と連携 し、これらの取組を支援・推進するこ

と。



【男JttR l 】

保育所保育要録に記載する事項

○ 入所に関する記録

1 児童名、性別、生年月日

2 保育所名及び所在地

3 児童の保育期間 (入所及び卒所年月日)

4 児童の就学先 (小学校名)

5 施設長及び担当保育士名

V

○ 保育に関する記録

1 子どもの育ちに開わる事項

保育所生活全体を通 して、子どもの育つてきた過程を踏まえ、その全体

像を通 して総合的に記載する。

2 養護 (生命の保持及び情結の安定)に関わる事項

(ア )子どもの生命の保持及び情績の安定に関わる事項について、子どもの

発達過程や保育の環境に関する事項等を踏まえて記載する。

(イ )子どもの健康状態等について、特に留意する必要がある場合は記載す

る。

3 教育 (発達援助)に関わる事項

子どもの保育を振 り返 り、保育士の発達援助の視点等を踏まえた上で、     v
主に最終年度 (5、 6歳)における子どもの心情・意欲・態度等について

記載する。



′

′ 保 育 所 児 童 保 育 要 録 【様式の参考例1

「養護 (生命の保持及び情結の安定)に関わる事項 1は、子どもの生命の保持及び情結の安定に関わる事項について記載
すること。また、子どもの健康状態等について、特に留意する必要がある場合は記載すること.

※ 礁 茫琶ぉ」蟹碧避 、悸
状態等について、特に留意する必要がある場合は記載すること.

子どもの保育を振り返り 保育士の発達援助の視点等を踏まえた上で 主に最終年度(56晟)に
おける子ともの心情‐意欲・態度等について記載すること

※ 子どもの最書の利益を踏まえ、個人情報保護に留意し 道切に取り扱うこと。

ふリカ`な 性 別

就学先
氏  名

■年月日 平成    年    月    日生

保育所名
及び住所

く保育所名) (住所) T

保青期間 詢■   年   月    日  ～ 平成   年   月    日  (  年  か月)

子 ど も の 育 ち に 関 わ る 事 項

表説 (生命の保持及び情緒の安定)に関わる事項 (子どもの健康状態等)

項 目 教 育 (発鋤 )に 関 わ る 事 項

健

康

明るく伸び伸びと行動し 充実感を味わう。

自分の体を十分に動かし 進んで運動しようとす乱

健康 安全な生活に必要な習慣や態度を身に01ける.

人
間
関
係

生活を楽しみ 自分の力● テ動することの充実感を味わう。

身近な人と親しみ 関わりを深め、愛信や信頼感を持つ。

社会生活における望ましい習慣や掟度を身に付ける。

環
境

身近な環境に規しみ 自然と触れ合う中で様々な事象に興味や
関心を持つ。

身近な環境に自分から関わり 発見を楽しんだり 考えたりし、
それを生活に取り入れようとする。

身近な事物を見たり、考えたり、扱ったりするtl・ で 物の性質や
数量 文字などに対する感覚を■かにする。

言

葉

自分の気持ちを言葉で表凛する楽しさをl_Lわう。
‐人の言葉や話などをよく間き、自分の経験したことや考えたことを
話し 伝え合う喜びを味わう。

日常生活に必要な言葉が分かるようになるとともに、絵本や物語
などに観しみ、保育士ゃ友達と心を通わせる。

表

現

いろいろなものの美しさなどに対する豊かな表滉を持つ.

感したことや考えたことを自ヽ
'こ

りに表見して楽しむ。

生活の中でイメージを豊かにし、きまざまな表現を楽しむ。

ん 設 長 名 l● 卜当保育士名
× ]子どもの百ちに関わ
※ 嗜 謹 (生命の保持及

の言 っ その全体像を提えて



【男り添2】

/1N学校学習指導要領 (判載20年文部科学省告示第27号)(抄)

第 1章 総則

第4 指導計画の作成等に当たって配慮すべき事項

2 以上のはか、次の事項に配慮するものとする。

(12)学校がその目的を達成するため、地域や学校の実態等に応 じ、家庭や地域の

人々の協力を得るなど家庭や地域社会との連携を深めること。また、小学校    V
間、幼稚園や保育所、中学校、特別支援学校などとの間の連携や交流を図ると

ともに、障害のある幼児児童生徒との交流及び共同学習や高齢者などとの交流
の機会を設けること。


